
平成2９年度
みやざき小中学校学習状況調査

分析結果

目次

Ⅰ 調査の概要

実施の概要 ・・・・・・・・ ２

Ⅱ 小学校の分析結果

１ 小学校４年：国語 ・・・・・・・・ ４

２ 小学校５年：国語 ・・・・・・・・ ６

３ 小学校４年：算数 ・・・・・・・・ ８

４ 小学校５年：算数 ・・・・・・・・ １０

Ⅲ 中学校の分析結果

１ 中学校１年：国語 ・・・・・・・・ １３

２ 中学校２年：国語 ・・・・・・・・ １６

３ 中学校１年：社会 ・・・・・・・・ １９

４ 中学校２年：社会 ・・・・・・・・ ２２

５ 中学校１年：数学 ・・・・・・・・ ２５

６ 中学校２年：数学 ・・・・・・・・ ２８

７ 中学校１年：理科 ・・・・・・・・ ３１

８ 中学校２年：理科 ・・・・・・・・ ３４

９ 中学校２年：英語 ・・・・・・・・ ３７

平成２9年８月 宮崎県教育委員会



Ⅰ 調査の概要
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実施の概要

県内の公立小・中学校及び中等教育学校（前期課程）、特別支援学校

調査目的 の小・中学部における児童生徒の学習の定着状況を把握・分析し、その

結果をもとに、学校における学習指導の充実・改善等に役立てる。

実 施 日 平成２９年４月１８日(火)～１９日(水)

市町村立小学校 のべ２３７校

市町村立中学校 のべ１３２校

調査対象校
五ヶ瀬中等教育学校（前期課程）

宮崎西高等学校附属中学校

都城泉ヶ丘高等学校附属中学校

特別支援学校〔３校〕（小学部１・中学部３）〈調査の実施を希望する

学校〉

宮崎大学教育学部附属小学校 / 宮崎大学教育学部附属中学校

対象学年
〈小学校〉 第４学年（10,445人） 第５学年（10,029人）

調査人数
〈中学校〉 第１学年 （9,479人） 第２学年 （9,640人）

＜学習状況調査＞

○ 小学校第４学年：国語、算数

○ 小学校第５学年：国語、算数

○ 中学校第１学年：国語、社会、数学、理科

調査実施 ○ 中学校第２学年：国語、社会、数学、理科、英語

内 容

※ 学習指導要領に示されている各教科の目標に即し、それぞれの教

科の観点に沿った内容で調査を実施する。

※ Ａ問題：基礎的・基本的な知識・技能の定着状況をみる問題（各

教科２０問）

※ Ｂ問題：知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力をみる

問題（各教科５問）

※ ４ページ以降の各教科の分析結果は、以下のデータに基づいて作成しております。

○ 設問別正答率:「正答数」の合計÷生徒数（％）

○ 「分野・領域」における正答率の数値は、各設問の正答率のデータを基に算出し

たものです。多少の誤差が生じていることを御了承ください。
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Ⅱ 小学校の分析結果

１ 小学校４年：国語

２ 小学校５年：国語

３ 小学校４年：算数

４ 小学校５年：算数
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１ 小学校４年：国語 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野

領域 

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項 

５７．７ ４６．５ ６０．９ ２８．４ ６７．３ ５７．６ 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 1 適語補充 叙述をもとに文脈から適切な語句をとらえることができる。 読むこと 83.9 0.8

1 2 内容の理解 叙述をもとに文脈から様子を表す言葉をとらえることができる。 読むこと 36.1 14.8

2 1(1) 内容の理解
中心となる語や文をとらえて、文章に書かれていることを理解するこ
とができる。

読むこと 62.3 4.9

2 １(2) 内容の理解
中心となる語や文をとらえて、文章に書かれていることを理解するこ
とができる。

読むこと 87.1 3.9

2 2 国語辞典の用法 国語辞典の使い方を理解することができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 39.9 5.2

3 1 説明の理解 大事なことを落とさないように聞くことができる。 話すこと・聞くこと 29.3 3.9

3 2 道案内で気を付けること 相手や目的に応じて筋道を立てて話すことができる。 話すこと・聞くこと 90.8 2.4

3 2 道案内で気を付けること 相手や目的に応じて筋道を立てて話すことができる。 話すこと・聞くこと 70.5 2.6

4 1 文章の推敲 よりよい表現に書き直すことができる。 書くこと 46.2 12.5

4 2 接続語の活用 文と文のつながりや文末表現に注意して書くことができる。 書くこと 10.7 32.1

5 1 語句の類別 形容詞と動詞の違いを理解することができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 31.2 9.9

5 2 ローマ字の知識 ローマ字で正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 31.9 23.4

5 3(1) 漢字の読み 文脈に則して漢字を正しく読むことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 80.9 13.8

5 3(2) 漢字の読み 文脈に則して漢字を正しく読むことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 78.5 15.5

5 3(3) 漢字の読み 文脈に則して漢字を正しく読むことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 59.7 14.2

5 3(4) 漢字の書き 文脈に則して漢字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 74.9 15.5

5 3(5) 漢字の書き 文脈に則して漢字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 67.4 17.5

5 3(6) 漢字の書き 文脈に則して漢字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 60.9 16.8

5 4 筆順の理解 正しい筆順で漢字を書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 37.1 17.0

5 5 文字の配列 行の中心に文字の中心をそろえて書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 71.1 18.5

1 1
話し合いにおける司会
者の役割

話し合いにおける司会者としてみんなの意見を聞くように配慮した
進行ができる。

話すこと・聞くこと 59.3 6.5

1 2
話し合いにおける発言
の工夫

相手や目的に応じて、理由や事例などを挙げながら話すことができ
る。

話すこと・聞くこと 65.1 7.1

1 3
話し合いにおける決定
事項

話し合いにおける司会者として、話し合いをまとめることができる。 話すこと・聞くこと 50.5 17.9

1 4
人に依頼する手紙を
書く

書こうとする中心を明確にして、目的や相手の応じて手紙を書くこと
ができる。

書くこと 14.2 33.7

1 5 封筒の書き方 封筒に正しく宛名書きをし、郵便で送ることができる。 書くこと 42.5 17.5

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

分
類

出題内容 出題のねらい 領域大問
中・
小問

平均正答率は、５５．４％である。「読むこと」については、平均正答率が６７．３％と高くなっている。 

一方、「書くこと」については、平均正答率が２８．４％と低い。特徴の見られた問題では、平均正答率が低

く、無解答率が高かったＢ問題の一問四を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 （小学校４年 国語）

Ｂ問題 一 問四 正答率が低く、無解答率が高かった問題

むかしの遊びについて、道具の作り方や遊び方を教えていただけないでしょ
正答（例）

うか。

書こうとする中心を明確にして、目的や相手に応じ １４．２
ねらい

平均正答率 ％（ ）

て手紙を書くことができる。 ３３．７無解 答率 ％（ ）

☆分析

正答率は、１４．２％であり、Ｂ問題の中で最も正答率が低い。また、無解答率も、

３３．７％と極端に高い。書こうとする中心を明確にして、目的や相手に応じて手紙を書くこ

とについて課題がある。

☆指導のポイント

書くことの能力を育てるためには、記述や推敲、交流等の指導事項を、言語活動を通して確

実に指導することが大切である。特に、実用的な文章としての手紙を書く言語活動を行う際に

は、手紙の目的や意図が相手に的確に伝わるような内容であるかどうかを検討するように指導

することが重要である。

ʙ˙ʰʙʮʱ๟˘ρʗʬଣ࡭ʟˑʮʊʊˎź

○ 記述に関する指導では、ある一定の条件を設定し、それに従って記述させるようにする。

（インタビューの内容、アンケートの結果、話合いの記録 など）・ 手紙に書かせたい内容を示す。

（ 、 、 、 、 ）・ 言葉の使い方を示す。 ていねいな言い方 文体 お願い 案内 お礼などをするときに使う言葉 など

○ 推敲に関する指導では、設定した条件を踏まえて記述されているかを推敲の観点にする。

○ 交流に関する指導では、推敲して書き終えた手紙だけを対象とするだけではなく、実態や指

導のねらいに応じ、記述前に不十分な手紙を意図的に提示し、どのように改善すればよいのか

を検討させることも考えられる。

手紙には、依頼状、案内状、礼状と様々な形態があります。これ

らの手紙を書く必然性を設定し、形態に応じた書き方を具体的に指

導しましょう。また、下書きをもとに観点を示して推敲させたり、

記述の仕方などで工夫したことなどを紹介して交流させたりするよ

うな指導も効果的です。

に
は
、
小
川
さ
ん
が
公
み
ん
館
の
人

あ

あ
Ａ

に
、
教
え
て
ほ
し
い
こ
と
を
書
こ
う
と
し
て
い
ま

す
。

を
も
と
に
、
次
の

【
話
し
合
い
の
様
子
】

じ
ょ
う
け
ん
に
合
わ
せ
て
書
き
ま
し
ょ
う
。

〔
じ
ょ
う
け
ん
（
書
く
と
き
の
や
く
そ
く

〕
）三

十

○

「
そ
こ
で

」
に
続
く
よ
う
に
、

、

、

に
ま
と
め
て
書
く

字
以
上

五
十
字
以
内

こ
と
。

○

文
し
ょ
う
の
お
わ
り
は
、
人
に
お
ね
が

い
す
る
よ
う
な
て
い
ね
い
な
言
い
方
に
す

る
こ
と
。

5


目次へ



２ 小学校５年：国語 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 1 適語補充
叙述をもとに、登場人物の人物像から登場人物の関係をとらえること
ができる。

読むこと 68.7 1.1

1 2 内容の理解 叙述をもとに、登場人物の心情を想像することができる。 読むこと 90.5 0.6
2 1(1) 接続語の活用 文と文のつながりに注意して書くことができる。 書くこと 76.3 2.2
2 1(2) 接続語の活用 文と文のつながりに注意して書くことができる。 書くこと 46.0 3.0

3 1(1)(2) 内容の理解
中心となる語や文を捉えて、文章に書かれていることを理解すること
ができる。

読むこと 78.4 2.6

3 1(3) 内容の理解
中心となる語や文を捉えて、文章に書かれていることを理解すること
ができる。

読むこと 17.2 3.2

3 1(4) 内容の理解
中心となる語や文を捉えて、文章に書かれていることを理解すること
ができる。

読むこと 62.8 3.2

4 1 インタビューのメモ 話の要点を聞き取り、効率よくメモをとることができる 話すこと・聞くこと 63.4 1.4
4 2 スピーチをする 聞き手にとって分かりやすいスピーチの工夫を理解することができる。 話すこと・聞くこと 82.2 1.9

5 1(1) 漢字の書き 文脈に則して漢字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 64.2 6.4

5 1(2) 漢字の書き 文脈に則して漢字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 67.4 7.2

5 1(3) 漢字の書き 文脈に則して漢字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 50.0 16.0

5 1(4) 漢字の読み 文脈に則して漢字を正しく読むことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 94.8 2.7

5 1(5) 漢字の読み 文脈に則して漢字を正しく読むことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 83.4 4.5

5 1(6) 漢字の読み 文脈に則して漢字を正しく読むことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 94.2 2.5

5 2 ローマ字の知識 ローマ字で正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 27.1 13.2

5 3(ア) 筆順の理解 正しい筆順で漢字を書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 30.6 2.6

5 3(イ) 筆順の理解 正しい筆順で漢字を書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 55.3 2.5

5 4 主語・述語の理解 文の内容に則して、主語と述語をとらえることができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 55.8 3.5

5 4 主語・述語の理解 文の内容に則して、主語と述語をとらえることができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 81.6 3.5

1 1(1) 学級での話し合い 互いの話を集中して聞き、話題に沿って話し合うことができる。 話すこと・聞くこと 29.5 7.3

1 1(2) 学級での話し合い 互いの話を集中して聞き、話題に沿って話し合うことができる。 話すこと・聞くこと 33.2 8.0

1 2 学級での話し合い
考えの共通点や相違点を整理しながら司会の役割を果たすことがで
きる。

話すこと・聞くこと 25.3 3.4

2 1
調べる内容を整理
するメモを書く

調査する内容を項目立てて整理し、メモに書くことができる。 書くこと 45.1 11.8

2 2 報告文を書く
課題と字数を踏まえながら、これまでの経験等を基にした提案を書くこ
とができる。

書くこと 44.8 17.3

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

出題のねらい 領域
分
類 出題内容大問

中・
小問

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野

領域 

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項 

６４．７ ３５．８ ４６．７ ５３．０ ６３．５ ６４．０ 

平均正答率は、５８．９％である。「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、平均正答
率が６４．０％と高くなっている。                                
一方、「話すこと・聞くこと」については、平均正答率が４６．７％と低い。特徴の見られた問題では、平均正
答率が低かったＢ問題の一問一①②を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 （小学校５年 国語）

Ｂ問題 一 問一①② 正答率が低かった問題

家庭でできること 学校でできること正答（例） ① ②

互いの話を集中して聞き、話題 ２９．５ ７．３
ねらい

① 平均正答率 無解答率（ ） （ ）％ ％

に沿って話し合うことができる。 ３３．２ ８．０② 平均正答率 無解答率（ ） （ ）％ ％

☆分析

、 ． 、 ． 、 。 、正答率は が２９ ５％ が３３ ２％であり Ｂ問題の中では特に正答率が低い また① ②

無解答率も、 が７．３％、 が８．０％と高い。互いの話を集中して聞き、話題に沿って話し① ②

合うことについて課題がある。

☆指導のポイント

話合い活動においては、個人やグループの意見を十分明確にする時間を確保することが大切で

ある。その際、個人やグループの意見の共通点や相違点を整理し、それぞれの考えを反映させな

がら、一つの考えに集約することや、討論を交わして考えを深め合ったり広げ合ったりすること

が重要となる。

Їʎʶʙ˙ʰˈʴ˘Ђʩʬ˅ʬʵź

。下のような表を作って考えを整理させる

Ⅰ Ⅱ Ⅲ

Ａ

Ｂ

Ｃ

自由に話し合わせ、いろいろな考えを出させるような場面におい

ては、自分の考えを付箋紙に書かせるなどして記録に残しておくと

よいでしょう。個人の考えが明確になってから、目的に応じて個々

の考えを分類し、整理するような場を設定することで、話題に沿っ

た話合い活動へとつなげていくことができるようになります。

【
話
し
合
い
の
様
子
の
一
部
】

【
考
え
を
整

と

の
中
の

と

に
あ
て

理
し
た
用
紙
】

①

②

あ

あ

あ

あ

は
ま
る
言
葉
を
書
き
ま
し
ょ
う
。

〈留意点〉

・ 学習の初期段階では、ⅠやⅡの部分を指
導者が提示して、個々の考えがどれに当て
はまるのかを考えさせる。

・ このような学習に慣れてきたら、実態に
応じてⅠやⅡの部分を児童自身で考えさせ
るようにする。

ＡＢＣに共

通する観点を

言葉で示す。
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３ 小学校４年：算数 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野

領域 

数と計算 量と測定 図 形 数量関係 

７２．８ ３４．７ ７０．２ ６８．１ ４７．０ ７４．４ 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 (1) 計算の工夫
計算の順序を工夫することにより効率的に計算することがで
きる。

数と計算 85.9 0.5

1 (2) 1位数と1位数の乗法 1位数と1位数の乗法の計算ができる。 数と計算 97.5 0.3

1 (3) 同分母の分数の減法 真分数同士の減法の計算ができる。 数と計算 95.8 0.3

1 (4) あまりのあるわり算 あまりのあるわり算の計算をすることができる。 数と計算

1 (5) 小数の減法 小数の減法の計算をすることができる。 数と計算 80.0 1.1

1 (6) 違いの比較 白いリボンと、赤いリボンの関係を図に表すことができる。 数量関係 76.6 3.1

1 (7) 分数、小数の大きさ 数直線上に分数と小数を正しく表すことができる。 数と計算 88.1 2.6

1 (8) 繰り下がりのある筆算 繰り下がりのある３桁の筆算のしかたについて理解している。 数と計算 54.7 5.8

2 (1) 直方体の辺の数と頂点の数 直方体の辺の数と頂点の数を求めることができる。 図形 68.4 2.2

2 (2) 直方体の面 直方体を作る面の形について理解している。 図形 60.8 3.2

3 (1) 二等辺三角形
円の特徴を正しく理解し、それを使って二等辺三角形をかくこ
とができる理由を選択できる。

図形 44.2 5.5

3 (2) 角
三角定規の角の大きさについて理解し、同じ大きさの角を選
ぶことができる。

図形 54.8 3.4

4 (1) 長さの単位 kmとmの関係を使って、長さの換算ができる。 量と測定 71.2 3.0

4 (2) 計器の適切な選択 重さに見当を付け、計器を適切に選ぶことができる。 量と測定 67.1 3.9

5 (1) 時間を求める 時計を見て、読書の時間を求めることができる。 量と測定 80.2 4.6

5 (2) 時間を求める 表の時刻から、食事の時間を求めることができる。 量と測定 53.8 6.1

6 (1) かけ算の意味 図とかけ算を関連付けて考えることができる。 数量関係 78.3 5.5

6 (2) □を使った式 □に数をあてはめて調べることができる。 数量関係 56.1 6.5

7 (1) 棒グラフのかき方 棒グラフの目盛りを判断することができる。 数量関係 74.2 15.9

7 (2) 棒グラフのかき方 棒グラフを正しくかくことができる。 数量関係 86.8 9.6

1 (1) 直角三角形と長方形
直角三角形を組み合わせた図形から、長方形のまわりの長さ
を求めることができる。

図形 42.6 10.6

1 (2) 長方形と正方形
長方形をしきつめてできる正方形について、 説明することが
できる。

図形 10.9 23.1

2 (1) 実生活の場面における活用 示された例にならって、およその代金を求めることができる。 数と計算 42.4 11.4

2 (2) 実生活の場面における活用 示された例にならって、およその代金を求めることができる。 数と計算 49.0 15.5

2 (3) 実生活の場面における活用
計算結果を見積もるために、およその代金を考え、工夫して
計算することで、購入できるかを考えることができる。

数と計算 28.2 20.4

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

出題のねらい 領域
分
類 出題内容大問

中・
小問

平均正答率は、６５．２％である。「数量関係」については、平均正答率が７４．４％と高くなっている。 

一方、「図形」については、平均正答率が４７．０％と低い。特徴の見られた問題では、平均正答率が低かっ

たＡ問題の３（1）とＡ問題の５（2）、７（1）を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 （小学校４年 算数）

Ａ問題 ３ (1) 正答率が低かった問題

下の図のように円と半径を使ってかいた三角形は、どれも二等辺三角形になります。そのわ
けとして、もっともふさわしいものを下の ～ の中から１つえらび、記号で答えましょう。ア エ

３つの角の大きさがみんな等しくなるから。ア
３つの辺の長さがみんな等しくなるから。イ
直径は半径の２倍であるから。ウ
１つの円の半径の長さはどれも同じになるから。エ

円の特徴を正しく理解し、それを使って二等辺三角 ４４．２
ねらい

平均正答率 ％（ ）
形をかくことができる理由を選択できる。 ５．５無 解答 率 ％（ ）

エ正 答

☆分析
正答率が低かった理由として、円と二等辺三角形の性質についての知識を関連付けて考えるこ

とができなかったことがあげられる。１つの円の半径の長さがどれも等しいこと、二等辺三角形
の２つの辺の長さが等しくなることは知っているが、図の三角形にその知識を統合することや、
文で書き表したときに最もふさわしい表現に変換する力が不足していたと考えられる。

☆指導のポイント
二等辺三角形や正三角形を定規とコンパスを用いて作図する算数的活動の設定①
実際に作図を行うことで、図形を構成する要素に着目させ、図形

の性質についての理解を深めることをねらいとしている。
② 作図した過程を説明する時間の設定

図形の性質を理解し、それを根拠とした説明の仕方を身に付けさ
せることをねらいとしている。
右の図のように、円の半径を用いた複数の三角形を提示し、どの

三角形も形は異なるが、２つの辺が円の半径で長さが等しいからど
れも二等辺三角形である、と説明させる授業の展開が考えられる。

Ａ問題 ５ (2) 正答率が低かった問題・無解答率が高かった問題

ゆかさんは、給食時間の表を
つくっています。右の表に、食
事の時間を入れたらできあがり
です。

。アに入る時間を答えましょう

２０分正 答

５３．８
ねらい 表の時刻から、食事の時間を求めることができる。

平均正答率 ％（ ）
６．１無 解答 率 ％（ ）

☆分析
誤答の例として 「５０分」や「２３分」があげられる。、

表から必要な情報が取り出せなかったことや、時刻から時間へ
の２段階の思考ができなかったと考えられる。
また、右の ７ で、グラフの目盛りの幅がいくつきざみ(1)
かを答える問題で、無解答率が１５．９％と多かったことから
も、表やグラフの構成を読み取る力が十分でないことがわかる。

☆指導のポイント
図と表を独立して指導せず、常に関連（リンク）付けながら

授業を展開する。また、絵や図、表が、他者が見てもわかりや
すいため、日常でも多く活用されていることを理解させ、図や
表で積極的に表すよう促していく。また、理科や社会で、表や
グラフで表された資料を読み取る時に、算数の授業を想起させ
ることも大切である。様々なものを関連させて思考する場を設
けることは、今後の「関数領域」や「資料の活用」領域にも効
果的である。
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４ 小学校５年：算数 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野

領域 

数と計算 量と測定 図 形 数量関係 

７１．４ ４８．１ ６４．５ ６４．７ ６３．０ ７４．１ 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 (1) 整数÷整数 整数÷整数の計算ができる。 数と計算 90.7 0.6

1 (2) 小数の加法の計算 小数＋整数の計算ができる。 数と計算 62.5 0.3

1 (3) 小数の減法の計算 整数ー小数の計算ができる。 数と計算 84.7 0.7

1 (4) 小数×整数 小数×整数の計算ができる。 数と計算 84.6 0.7

1 (5) 計算の順序 四則計算が混合している計算の順序を理解している。 数と計算 47.7 0.7

1 (6) 分数の大小関係 分数の大小関係を理解している。 数と計算 67.6 0.7

1 (7) 四捨五入による概数の表し方
四捨五入による概数の表し方をもとに、適切な数を考えることができ
る。

数と計算 79.5 2.2

1 (8) 一億をこえる数 一億より大きい数を数字で書くことができる。 数と計算 81.7 1.1

2 (1) およその面積 およその面積について理解している。 量と測定 75.7 1.0

2 (2) 大きな面積 大きな面積（ha）をｍ
2
で表すことができる。 量と測定 46.8 2.1

2 (3) コの字型の複合図形の面積 コの字型の複合図形の面積を求めることができる。 量と測定 71.7 2.9

3 （1） 1 平行四辺形の理解 平行四辺形の性質を理解している。 図形 55.7 5.4

3 (1)  2 平行四辺形のかき方 平行四辺形をコンパスと定規を用いて作図することができる。 図形 59.6 6.2

3 (2) 直方体の頂点の位置関係 直方体の中にある頂点の位置を表すことができる。 図形 73.7 6.0

4 (1) 変わり方のきまり 変わり方を表に書くことができる。 数量関係 74.1 3.6

4 （2） 変わり方のきまり 変わり方を□や△を使って式に表すことができる。 数量関係 57.2 5.4

4 （3） 変わり方のきまり 関係式を使って、まわりの長さを求めることができる。 数量関係 66.3 6.4

5 (1) 折れ線グラフの読み取り 折れ線グラフの縦・横の目盛りを読み取ることができる。 数量関係 90.9 3.8

5 (2) 折れ線グラフの読み取り
折れ線グラフから、下がり方が最も大きい区間を読み取ることができ
る。

数量関係 75.0 4.7

5 （3） 折れ線グラフの読み取り 折れ線グラフで表すとよいものを理解している。 数量関係 80.9 5.9

1 1 実生活の場面における活用
３位数÷１位数の計算結果をもとに、日常の事象について言葉と式
を使って説明することができる。

数と計算 35.3 24.0

2 （1)① 実生活の場面における活用 四捨五入して千の位までのおよその数にすることができる。 数と計算 73.9 6.3

2 （1)② 実生活の場面における活用 四捨五入して千の位までのおよその数にして計算することができる。 数と計算 66.7 7.7

2 （2） 実生活の場面における活用
切り上げた場合の見積りの結果をもとに、目標に達しているかにつ
いて判断することができる。

数と計算 40.6 10.2

2 (3) 実生活の場面における活用
概数を用いた見積りの結果をもとに、日常の事象について言葉と数
を用いて説明することができる。

数と計算 23.6 22.4

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

出題のねらい 領域
分
類

出題内容大問
中・
小問

平均正答率は、６６．８％である。「数量関係」については、平均正答率が７４．１％と高くなっている。 

一方、「図形」については、平均正答率が６３．０％と低い。特徴の見られた問題では、平均正答率が低かっ

たＡ問題の３(1)②と、Ａ問題の１（5）を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 （小学校５年 算数）

Ａ問題 ３ (1)② 正答率が低く無解答率が高かった問題

つばきさんのかき方とは別の

正かき方で，コンパスとじょうぎ
を使って，平行四辺形ＡＢＣＤ
を完成させましょう。

答かい答用紙にある図に続けて
かき，コンパスの線は消さずに
残しておきましょう。

平行四辺形を定規とコンパスを用いて作図すること ５９．２
ねらい

平均正答率 ％（ ）
ができる。 ６．２無 解答 率 ％（ ）

☆分析
平均正答率が低く、無回答率が高くなった原因として、コンパスを用いて長さを測りとるとい

う経験が浅いことから、コンパスを適切に使えなかったことが考えられる。また、前ページとの
関連で「つばきさんのかき方とは別のかき方で」という条件があったことから、前ページと関連
付けた問題文の読み取りができなかったことや、複数の作図の方法について理解が不十分であっ
たことも要因として考えられる。
過去の類似問題の状況は、次のとおりである。

（ ） （ ）平均正答率 ％ 無解答率 ％

Ｈ25 ４（２） ６６．６ ４．２

Ｈ26 ６ ５６．９ ０．４

Ｈ27 ４（２） ８１．０ ２．４

☆指導のポイント
作図の指導が単なる作図の仕方（手順の指導）のみに終わらないように、以下の点に留意した

指導の工夫が必要である。

○ 各学年で系統的にコンパスや三角定規などのよさを理解させていく。
・コンパスで長さを測りとることのよさ ・一組の三角定規を用いることのよさ

○ 作図の方法と図形の性質との関連を十分に図っていく。
・ この作図の仕方は、平行四辺形の性質の何を使っているのか」を説明させる。「

Ａ問題 １ (5)正答率が低かった問題

， 。□＋８÷４＝６ の□にあてはまる数を次の ～ の中から１つ選び 記号で答えましょうア ウ

４ ８ １６ アア イ ウ 正 答

４７．７
ねらい 四則計算が混合している計算の順序を理解している。

平均正答率 ％（ ）
０．７無 解答 率 ％（ ）

☆分析
「四則を含む計算では、乗除を先に計算する」ことについての理解が十分でないため、左から

順に計算した結果、 の１６とする児童がいることが考えられる。ウ

☆指導のポイント
４＋６÷２のような四則を含む計算の練習を行う際、演算子を意識させるために 「÷を先に、

計算するので、６÷２＝３となり、４＋３を計算すると答えは７です 」と計算順を説明させる。
場面を設定することが考えられる。また、
この問題では、□の中に の８や の１６イ ウ
を当てはめ、８＋８÷４や１６＋８÷４が

言葉かけの一例６にならないことを確認させることで計算
順が意識されるようになると考えられる。

平成２７年度の類似問題においては、過去

の類似問題に比べ、平均正答率が大幅に上

がっていますが、全国学力学習状況調査と

の関連から、平行四辺形の特徴の理解につ

いて課題があると指摘されています。

ぼくは、向かいあう辺が平行に

なるように、三角じょうぎを使っ

て辺をかきました。

わたしは、向かいあう辺の長さ

が等しくなるように、コンパスで

印をつけて辺をかきました。

計算の順序を間違えな

いようにするために、先

に計算するところに下線

を引きましょう。
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Ⅲ 中学校の分析結果

１ 中学校１年：国語

２ 中学校２年：国語

３ 中学校１年：社会

４ 中学校２年：社会

５ 中学校１年：数学

６ 中学校２年：数学

７ 中学校１年：理科

８ 中学校２年：理科

９ 中学校２年：英語
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１ 中学校１年：国語 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 1 内容の把握
文章の構成や展開に即して、登場人物の心情をとらえるこ
とができる。

読むこと 72.7 0.1

1 2 内容の把握 文章の特徴や、その効果をとらえることができる。 読むこと 83.3 0.1

2 1 文脈の把握・語句の理解 文脈に即して、適切な語（接続語）を選択することができる。 読むこと 81.8 0.1

2 2 内容の把握
文章の展開に即して、指示語の内容を的確にとらえること
ができる。

読むこと 70.0 8.2

2 3 文章構成の理解 文章の構成において、段落の役割をとらえることができる。 読むこと 79.3 0.5

3 1 適切な言葉遣い 場面に即して、適切な言葉遣いで話すことができる。 話すこと・聞くこと 73.7 1.8

3 2 スピーチ内容の把握 話し手の意図をとらえながら聞くことができる。 話すこと・聞くこと 87.3 1.5

3 3 スピーチの助言 スピーチを聞き、助言や提案をすることができる。 話すこと・聞くこと 70.1 0.7

4 1 文章の記述 事実と感想、意見などとを区別して書くことができる。 書くこと 86.7 2.0

4 2 文章の構成 文章全体の構成の効果を考えて書くことができる。 書くこと 67.2 1.1

5 1(1) 漢字の読み 文脈に即して、漢字を正しく読むことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 59.1 1.9

5 1(2) 漢字の読み 文脈に即して、漢字を正しく読むことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 77.1 4.9

5 2(1) 漢字の書き 文脈に即して、漢字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 43.7 5.9

5 2(2) 漢字の書き 文脈に即して、漢字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 48.5 4.6

5 3 漢字辞典の用法 漢字辞典の部首索引で調べることができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 41.8 1.4

5 4 慣用句の意味 文脈に即して、慣用句を用いることができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 44.2 1.3

5 5(1) 主語・述語の関係 文脈に即して、主語をとらえることができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 77.1 1.7

5 5(1) 主語・述語の関係 文脈に即して、述語をとらえることができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 80.1 1.7

5 5(2) ローマ字の知識 文脈に即して、ローマ字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 52.6 5.0

5 5(3) 楷書の筆使い 楷書の右払いの筆使いを的確にとらえることができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 77.7 3.1

1 1 インタビューの仕方 収集した知識や情報を関連付けて聞くことができる。 話すこと・聞くこと 65.1 0.5

1 2 情報の読み取り 資料の情報を的確に読み取ることができる。 読むこと 81.4 0.6

1 3 情報の聞き取り 目的に応じて必要な情報を聞き取ることができる。 話すこと・聞くこと 54.6 9.2

2 1 情報の活用
自分の考えを明確に表現するために、文章の構成の効果
について考えることができる。

書くこと 58.7 2.0

2 2 情報の活用
資料をもとに、目的や意図に応じて、意見を記述する文章
を書くことができる。

書くこと 50.4 4.0

無解答
率(%)

A

B

出題のねらい 領域
分
類 出題内容

正答率
(%)

大問
中・
小問

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野 

領域 

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項 

６９．５ ６２．９ ７０．２ ６５．８ ７８．１ ６０．２ 

平均正答率は、６８．１％である。「読むこと」については、平均正答率が７８．１％と高くなっている。 

一方、「伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項」については、平均正答率が 60．２％と低い。特徴

の見られた問題では、平均正答率が低かったＡ問題の五問三と、五問四を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 （中学校１年 国語）

Ａ問題 五 問三 正答率が低かった問題

イ正 答

４１．８
ねらい 漢字辞典の部首索引で調べることができる。

平均正答率 ％（ ）

１．４無 解答 率 ％（ ）

☆分析

正答率は、４１．８％であり、Ａ問題の中で最も正答率が低い。漢字辞典の使い方の中で、

部首索引を使って漢字を調べることについて課題がある。

☆指導のポイント

漢字辞典の使い方について、国語の時間に取り立てて指導する時間数には限りがある。漢字辞

典の三つの引き方（部首、音訓、総画）を理解し、必要に応じて漢字辞典が使えるように指導を

工夫することが大切である。

漢字辞典を日常的に活用するためには、必要なときにはいつでも辞書が手元にあり、使えるよ

うな言語環境を整えておくことが重要である。

ʙ˙ʰ୆ංʵʯʌʑʰź

、 。① 教科書教材 を読み 漢字の部首について理解する（ ）東書１年Ｐ１２２・光村１年Ｐ４１

② 漢字辞典を使う必然性のある学習課題を提示する。

★ 「床 「応 「席 「庫 「唐」の５つの漢字の中で同じ部首をもつ漢字はどれ」 」 」 」

とどれだろうか。

③ 漢字辞典を使って調べる前に各自で予想を立てる。

※ 予想を立てる際には、これまでの漢字に関する知識をもとに必ず根拠を持たせる

ようにする。

④ 各自が立てた予想を発表し合う。

⑤ 漢字辞典を使って５つの漢字の部首や成り立ち、意味について調べる。

⑥ 解決した学習課題を共有し、部首に関する知識をまとめる。

漢
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、
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エ

一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

特

物

ア

イ

補

複

ウ

エ

漢字辞典の使い方は、小学校４年生で学習します。しかし、中学

校では漢字辞典の使い方を取り立てて指導する機会が、ほとんどあ

りません。教科書教材の中には、言葉に関する学習が準備されてい

るので、そこでの学習を通して、意図的に漢字辞典を使わせるとよ

いでしょう。
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特徴の見られた問題例 （中学校１年 国語）

Ａ問題 五 問四 正答率が低かった問題

ウ正 答

４４．２
ねらい 文脈に即して慣用句を用いることができる。

平均正答率 ％（ ）

１．３無解 答率 ％（ ）

☆分析

正答率は、４４．２％であり、Ａ問題の中で三番目に正答率が低い。日常生活で使われてい

、 。る慣用句の意味を正しく理解し 文脈に即して適切に慣用句を用いることについて課題がある

☆指導のポイント

慣用句の意味や使い方を正しく理解し、言語生活を豊かなものにすることが大切である。そ

のためには、国語辞典などを用いて調べ、様々な慣用句の意味を理解できるように指導する必

。 、 。要がある また 自分の表現に用いることができるように意図的に指導することも重要である

ɻ៝ˆʙʮɼʴ᮵܌ʭʵʙ˙ʰଣ࡭ʒʭʓˑˎź

文学的な文章を教材として取り上げ、次のような学習課題を設定して指導する。

○○という慣用句があるが、この慣用句を使わずに、△△という言葉で表現した場合

では、どんな違いがあるだろうか。

（東書２年 Ｐ１６４の１０行目 光村２年Ｐ２０３の１８行目）「走れメロス」の場合

★ 「小耳に挟んだ」という慣用句があるが、この慣用句を使わずに 「聞いた」という言、

葉で表現した場合では、どんな違いがあるだろうか。

次
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む
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い
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む
ね
を
か
り
る

イ

ほ
ね
が
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ウ

ほ
ね
を
お
し
む

エ

。「 」生徒が慣用句に触れる機会はそう多くはありません 読むこと

などの他領域での指導を通して、意図的に慣用句などを取り上げる

ようにしましょう。また、指導者自身が、日頃から慣用句やことわ

ざ、四字熟語などを意識して使うことで、生徒に慣用句などを効果

的に使って表現することの良さを実感させるようにしましょう。

このような指導は、小学校の中学年から中学校３年生までのどの学年でも
できます。慣用句がある場合とない場合とでの意味の違いについて比較させ
ることで、言葉のもつ微妙な違いが実感できます。文学的な文章を指導する

、 、際には一単位時間のどこかで 言葉について考えることのできる場を設定し
慣用句などを使った表現に意識を向かわせるとよいですね。
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２ 中学校２年：国語 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

  

1 1 語句の意味の理解 文脈の中における語句の意味を的確にとらえ、理解することができる。 読むこと 74.2 0.2

1 2 内容の把握
文章の構成や展開に即して、登場人物の言動の意味を考え、内容を
理解することができる。

読むこと 88.0 0.1

1 3 内容の把握 文章の構成や展開に即して、登場人物の心情をとらえることができる。 読むこと 78.0 6.6

2 1
文脈の把握・語句の
理解

文脈に即して、適切な語（接続語）を選択することができる。 読むこと 73.6 0.3

2 2 内容の把握 文章の展開に即して、内容を的確にとらえることができる。 読むこと 57.9 6.5

2 3 内容の把握
文章の展開に即して、文章の中心的な部分を的確にとらえることがで
きる。

読むこと 63.8 1.0

3 1 文章の推敲 文書を読み返して間違いを指摘し、正しく書き改めることができる。 書くこと 83.8 3.1
3 2 文章の記述 自分の考えを伝えるために、文章の構成を工夫して書くことができる。 書くこと 61.3 0.8
4 1 質問の意図 インタビューにおける質問の意図を理解することができる。 話すこと・聞くこと 82.5 0.8
4 2 質問の内容 必要に応じて質問しながら聞き取ることができる。 話すこと・聞くこと 75.5 5.5

5 1(1) 漢字の読み 文脈に即して、漢字を正しく読むことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 92.2 2.5

5 1(2) 漢字の読み 文脈に即して、漢字を正しく読むことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 87.2 0.7

5 2(1) 漢字の書き 文脈に即して、漢字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 80.2 6.1

5 2(2) 漢字の書き 文脈に即して、漢字を正しく書くことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 79.9 6.8

5 3 言葉の特徴 辞書を活用して、漢字が表している意味を正しくとらえることができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 24.6 1.0

5 4
多義的な意味を表す
語句

文脈に即して、多義的な意味を表す語句の意味をとらえることができ
る。

伝統的な言語文化と
国語の特質 74.3 0.7

5 5 主語の理解 文脈に即して、述語に対応する主語をとらえることができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 42.4 5.3

5 6 歴史的仮名遣い 歴史的仮名遣いを現代仮名遣いに直すことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 49.7 2.8

5 7 故事成語 故事成語を文脈の中で正しく使うことができる。
伝統的な言語文化と

国語の特質 74.8 1.6

5 8 楷書と行書の特徴
楷書と行書で書かれた文字を比較して、それぞれの特徴を理解するこ
とができる。

伝統的な言語文化と
国語の特質 47.9 1.6

1 1 情報の読み取り 目的に応じて、資料から必要な情報を読み取ることができる。 読むこと 83.6 0.7
1 2 情報の読み取り 目的に応じて、資料から必要な情報を読み取ることができる。 読むこと 69.3 4.3

1 3 建設的な話し合い
目的に応じて、話し合いの話題や方向をとらえて的確に話し合うことが
できる。

話すこと・聞くこと 75.5 1.2

1 4 情報の活用
目的に応じて、資料から必要な情報を読み取り、それを活用して文章
を書くことができる。

書くこと 58.5 8.2

1 5 情報の活用
目的に応じて、資料から必要な情報を読み取り、それを活用して文章
を書くことができる。

書くこと 56.5 9.8

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

出題のねらい 領域
分
類 出題内容大問

中・
小問

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野 

領域 

話すこと・聞くこと 書くこと 読むこと 伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項 

７０．２ ６９．４ ７７．８ ６５．０ ７３．５ ６５．３ 

平均正答率は、７０．１％である。「話すこと・聞くこと」については、平均正答率が７７．８％と高くなっている。 

一方、「書くこと」については、平均正答率が６５．０％と低い。特徴の見られた問題では、平均正答率が低

かったＡ問題の五問三と、五問五を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 （中学校２年 国語）

Ａ問題 五 問三 正答率が低かった問題

エ正 答

辞書を活用して、漢字が表している意味を正しくと ２４．６
ねらい

平均正答率 ％（ ）

らえることができる。 １．０無解 答率 ％（ ）

☆分析

正答率は、２４．６％であり、Ａ問題の中で最も正答率が低い。辞書を活用して、漢字が表

している意味を正しくとらえることについて課題がある。

☆指導のポイント

漢和辞典等を積極的に使い、漢字には様々な意味があることに注目できるように指導するこ

とが大切である。そのためには、生徒が自発的に言葉に関心をもって調べたくなるよう、漢字

や語彙の指導を工夫する必要がある。

ᥳ˙ʭᤱӄ˘Ђ˕ʡˑˎʌʱʝˎʌź

次のような例文を示し、下線部の熟語に使われている太文字の漢字の意味の違いを調べる学

習を行う。

・ 大会 指の好投手が登場したものの、 強な打者との勝負が展開されたので、試合を見て屈 屈

いた私は、退 することがなかった。屈

※ 「屈」は中学校１年で学習する。特に複数の意味をもつ漢字を学習する際、上記のような例文を作成

して提示するとよい。実態に応じて、例文を生徒に考えさせることも考えられる。

要約の学習の例

「ニュースの視聴率を高くするために、ショッキングな映像やかわいい動物の姿を紹介す

るなどの工夫をしている 」。

この要約文に見出しをつけるとどうなるか？

・意図的な演出 ・脚色されたニュース ・映像の効果 など

※ 下線部の熟語の意味を辞書を使って調べ、効果的な語句の使い方を考えさせるようにする。
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平
易

複数の意味をもつ漢字を指導する際には、該当漢字を使った熟語

を取り上げ、使われ方の違いが吟味できるような例文を示すことも

効果的です。また、説明的な文章を使って要約の学習をする際、要

約した内容に見出しをつけるような指導をすることで、辞典などを

使うきっかけをもたせることができます。
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特徴の見られた問題例 （中学校２年 国語）

Ａ問題 五 問五 正答率が低かった問題

僕は正 答

文脈に即して、述語に対応する主語をとらえること ４２．４
ねらい

平均正答率 ％（ ）

ができる。 ５．３無解 答率 ％（ ）

☆分析

正答率は、４２．４％であり、Ａ問題の中で二番目に正答率が低い。また、無解答率も、

５．３％と高い。文脈に即して、述語に対応する主語をとらえることについて課題がある。

☆指導のポイント

主語と述語の関係をはじめ、文の成分の照応についての指導は、言葉の特徴やきまりに関す

る事項の指導場面だけではなく、他領域の指導を通して指導することが大切である。その際、

文法に関する学習を行うための用語についても丁寧に指導し、定着させておくことが重要であ

る。

ಙᆋʰᄄ៓ʵႵឍʛʡˎʌʳźܒ

（例）

言葉の単位・・・言葉の単位には５つのものがある。

文節・・・言葉として不自然にならないように、できるだけ小さく区切った単位。

文の成分・・・文節を、文の中での働きから分類したもので、５種類ある。

主語・・・ 何（誰）が」に当たる部分 「～が」だけでなく 「～は 「～も」などいろいろ「 。 、 」

な形になる。

ࠪಓ̃˶̅ʭʴʙ˙ʰࣸݻˈʈˑˎź

〈記述式で答えさせる出題をした場合〉

・ 条件を示す際に 「○字以内で書くこと 「２段落で構成すること」等はよく見られること、 」

である。今後は 「主語と述語が整った文にすること」といった観点も条件に加えることに、

より、生徒に主語と述語が整った文を意識して書かせることができるようになる。
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「書くこと」の領域において推敲の指導をする際に 「主語と述語、

」 。は正しく照応しているか などの観点を示してあげるとよいでしょう

また、文法に関する学習用語をカードに書いて示すなどの工夫をし、

確実な定着が図られるようにしましょう。さらに、主語と述語を意識

した文を書く機会を意図的に設定することもよいですね。

18


目次へ



３ 中学校１年：社会 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野 

領域 

地理的分野 歴史的分野 公民的分野 

６５．５ ２９．０ ７２．２ ５６．８ ４８．９ 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 1 世界の主な海洋の名称 世界の海の名称を理解している。 地理的分野 84.0 1.8

1 2 都道府県の名称と位置 九州地方の県（熊本県）の位置について理解している。 地理的分野 69.9 2.6

1 3 地図記号 地図にかかれた地図記号を理解している。 地理的分野 87.3 0.4

1 4 地域の産業
資料から、宮崎県の気候とスポーツキャンプの参加チーム数
や人数の関係について、読み取ることができる。

地理的分野 54.7 0.5

2 1 縄文時代と弥生時代のくらし 縄文時代と弥生時代のくらしについて理解している。 歴史的分野 75.5 1.5

2 2 古墳 古墳について理解している。 歴史的分野 61.3 0.5

2 3 聖徳太子の政治
聖徳太子が行った政治について、資料から読み取ることがで
きる。

歴史的分野 77.7 5.4

2 4 日本風の文化 日本風の文化の特色について理解している。 歴史的分野 33.5 6.9

2 5 室町文化 銀閣より室町時代の文化の特色を理解している。 歴史的分野 53.6 0.6

2 6 豊臣の天下統一 豊臣秀吉の天下統一について理解している。 歴史的分野 61.0 0.6

2 7 参勤交代 参勤交代の様子について理解している。 歴史的分野 50.1 13.9

2 8 町人の文化 浮世絵について理解している。 歴史的分野 80.0 1.0

2 9 文明開化 文明開化と福沢諭吉の取組について理解している。 歴史的分野 89.2 0.8

2 10 条約改正のあゆみ 条約改正のあゆみについて理解している。 歴史的分野 61.6 1.0

3 1 日本国憲法の三つの原則 日本国憲法の三つの原則について理解している。 公民的分野 63.8 5.4

3 2 平和主義 平和主義について理解している。 公民的分野 81.3 1.0

3 3 ユニセフ 国連機関であるユニセフについて理解している 公民的分野 59.1 1.4

3 4 三権分立 我が国の三権分立の関係について理解している 公民的分野 59.9 3.7

3 5 裁判員制度 裁判員制度について理解している。 公民的分野 24.2 14.3

3 6 四大公害 四大公害の原因や様子について理解している。 地理的分野 65.3 2.4

1 1 奈良時代の農民
奈良時代の農民が負担が重かったため、偽籍をしていたこと
について、資料から読み取り、考察することができる。

歴史的分野 21.5 8.1

2 1 明治時代の工業の発展
明治時代の貿易品目の推移の変化について、資料から読み
取り、考察することができる。

歴史的分野 16.9 6.3

3 1 選挙の投票率
国の選挙の投票率の低下について、資料から読み取ること
ができる。

公民的分野 66.3 2.2

3 2 選挙と国の政治の働き
選挙が国民にとって大切な権利であることについて、資料か
ら国会の働きを読み取り、考察することができる。

公民的分野 12.3 15.7

3 3 内閣総理大臣の指名
内閣総理大臣の指名について、資料から議席を多く占める政
党の代表が選ばれることを読み取り、考察することができる。

公民的分野 24.1 3.3

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

分
類

出題内容 出題のねらい 領域大問
中・
小問

平均正答率は、５８．２％である。「地理的分野」については、平均正答率が７２．２％と高くなっている。 

一方、「公民的分野」については、平均正答率が４８．９％と低い。特徴の見られた問題では、平均正答率

が低く、無解答率が高かったＡ問題の２（7）と、平均正答率が低かったＢ問題の２を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例（中学校１年 社会）

Ａ問題 ２ ７ 正答率が低く、無解答率が高かった問題

ねらい
参勤交代の様子について理解し

正 答 参勤交代
平均正答率（％）５０.１

ている。 無 解 答率（％） １３.９

☆分析

Ａ問題全体としては、正答率の平均は、６５．５％であったが、一番高い正答率（８９．２％）

と一番低い正答率（２４．２％）の差が６５．０％と大きな差が見られた。

上の問題に関しては、無回答率の割合が非常に高い（１３．９％）ことから、用語（語句）と

説明（内容）を結び付けた理解を十分に図れていないのではないか。さらに、語句の内容の理解

が表面的な理解になっており、因果関係など概念的な知識である深い理解にたどり着いていない

のではないか。

☆指導のポイント

「説明に傾斜した指導」や「覚えればよい」と思われてしまう授業ではなく、子どもたちの主

体的な学びを促すための手立てを工夫していく必要がある。

※ 大名行列の写真を掲示し、「なぜ、徳川家光は大名行列をさせたのか。」という学習問題を

導かせ、その学習問題に対して、子どもたちに予想させ、見通しをもたせるなど思考力を育て、

主体的な学習を展開する。

Ｂ問題 ２ 正答率が低かった問題

ねらい
明治時代の貿易品目の推移の変化について、資料から 平均正答率（％） １６.９

読み取り、考察することができる。 無 解答 率（％） ６.３

正 答 (例)工場が増え、国内で綿糸を生産するために、原材料として綿花の輸入が増加した。
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☆分析

・ これまでの授業において生徒が教科書等で見たことのない、初めて見る資料が示されており、

資料の内容理解が困難だったのではないか。

・ 複数の資料を読み取り、考察する力が身に付いていないのではないか。

・ 子どもたちの疑問を生かして学習問題を設定し、展開されていく問題解決的な授業が、日常

的にされていないのではないか。

☆指導のポイント

◇ 子どもの思考の流れに沿った「問題解決的な学習」を中心とした学習過程

を工夫する。

※ 課題解決を図る学習過程の展開

授業づくりのポイントを生かして、教師が学習の展開を計画し、子ども

の思考の流れに沿って授業を展開していく。

〇 １８９０年と１８９７年の２つの資料を提示し、輸入品の推移を比較させる。

資料や話合いをもとにして、自分の考えをまとめさせる。

例：「○○や△△ということから、□□なので、つまり◇◇である。」

教師の授業づくりのポイント

① 本時の学習後の児童・生徒の姿（ゴールイメージ）は？

※ 学習指導要領に即した、本時の目標の明確化

② そのために、どのような「まとめ」が理想か？

③ 理想とする「まとめ」に向かうために、どのような「学習問題」を

設定するか？

④ 児童・生徒がまとめを導いて、学習問題を解決するために、どのよ

うな手立てを講じるか？

ア どのような資料を準備するべきか？

イ 教師の説明でどのように補うか？

ウ 話合いや意見交換などをどのように生かしていくか？

「なぜ、日本の輸入品は、１８９０年では綿糸が多かったのに、

１８９７年になると綿花が多くなったのだろうか。」

導入段階

展開段階

終末段階

「資料２より、工場が増え、資料３より、国内で生産するために、

原材料として綿花の輸入が増加したのではないか、ということか

ら、日本の輸入品は、１８９０年では綿糸が多かったのに、１８

９７年になると綿花が多くなったので、つまり、明治維新後、貿

易品目の推移に変化が見られたのである。」

〈本時の目標〉

明治政府が富国強兵をめざし、殖産興業による貿易品目の推移の

変化の理由について、資料から読み取り、考察することができる。

疑問をもたせるような資料を提示し、その資料に関する疑問について、

児童生徒が発言したり、つぶやいたりした言葉をもとに、自分たちが解

決したい内容となる学習問題を設定していく。

どの資料をもとに調べていくのかを全体で確認し合う。

資料にある事実を読み取らせる。（教師の説明も含む。）

※ 写真、絵、グラフなどのデータ、言葉、文章

複数の資料を比較して考えさせたり、関連づけて考えさせたりする。

資料にある事実から考えたことを話し合い、発表し合う。

（個→ペア→全体）
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４ 中学校２年：社会 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野 

領域 

世界の地域構成 世界の諸地域 世界各地の人々の
生活と環境 古代までの日本 中世の日本 

６２．１ ３５．２ ７８．３ ４７．７ ７２．０ ４２．９ ４０．１ 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

  

1 1(1)海洋 大洋の分布 地球の平面図で、三大洋の分布を理解している。 世界の地域構成 83.3 1.0
1 1(1)大陸 大陸の分布 地球の平面図で、六大陸の分布を理解している。 世界の地域構成 89.8 0.9
1 1(2) 陸地と海洋の割合 陸地と海洋の割合について理解している。 世界の地域構成 88.5 0.2

1 2
目的に合わせた
世界地図

使う目的に合わせて世界地図を活用することができる。 世界の地域構成 60.5 0.7

1 3(1)
地球上の位置の
表し方

緯度と経度について理解している。 世界の地域構成 68.4 0.3

1 3(2)
地球上の位置の
表し方

地球上の位置について、緯度と経度を使って表すことを理解してい
る。

世界の地域構成 79.5 0.3

1 4(1)
世界のさまざまな住
居と気候

住居の特徴と気候との関係を、資料から読み取って考察することが
できる。

世界各地の人々の
生活と環境 77.7 0.5

1 4(2) 世界の気候 雨温図から気候帯を読み取ることができる。
世界各地の人々の

生活と環境 60.9 2.9

1 4(3) 温暖な土地の暮らし 地中海性気候でさかんに栽培されている理解している。
世界各地の人々の

生活と環境 69.6 0.5

1 4(4) 世界の気候 南半球の気候の特色を理解している。
世界各地の人々の

生活と環境 79.7 0.6

2 1(1) 摂関政治 摂関政治について理解している。 古代までの日本 75.4 0.4

2 1(2)
古代までの日本の
政治

古代までの日本の政治の特色について理解している。 古代までの日本 61.6 0.4

2 1(3) 仏教の伝来と影響
大陸からもたらされ、我が国に影響を及ぼした仏教について理解し
ている。

古代までの日本 57.8 9.6

2 1(4) 天平文化 天平文化について、資料から読み取ることができる。 古代までの日本 43.3 1.1
2 2 古代文明の発展 古代文明の発展について理解している。 古代までの日本 33.8 1.3

2 3(1)
鎌倉幕府と室町幕
府の仕組み

鎌倉幕府と室町幕府の仕組みについて理解している。 中世の日本 43.1 0.9

2 3(2) 平氏の政治 平氏の政治と滅亡について理解している。 中世の日本 17.0 1.1

2 3(3)
中世の日本の農村
の様子

中世の日本における農村の様子について理解している。 中世の日本 37.7 1.6

2 3(4) 日明貿易 勘合を用いた明との貿易について理解している。 中世の日本 48.7 12.8
2 3(5) 中世の日本の文化 中世の日本の文化について理解している。 中世の日本 54.1 1.9

1 1 進むヨーロッパ統合
オランダの農産物輸出額が、世界でも有数であることを資料から読
み取り、考察することができる。

世界の諸地域 85.9 4.5

1 2 進むヨーロッパ統合
オランダの農産物輸出額が多い理由について、輸出相手国やＥＵ加
盟国ができることを示した資料から読み取り、考察することができる。

世界の諸地域 18.7 13.4

1 3 ＥＵの課題
イギリスがＥＵからの離脱に関する国民投票で過半数となった理由
について、資料から読み取り、考察することができる。

世界の諸地域 38.5 14.7

2 1 大化の改新
大化の改新を行った理由について、国内と国外の様子の資料から
読み取り、考察することができる。

古代までの日本 22.0 15.9

2 2
律令国家の政治の
仕組み

律令国家の政治の仕組みに関して、豪族が国や地方の役所で政治
を行った理由について、資料から読み取り、考察することができる。

古代までの日本 6.1 21.9

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

分
類 出題内容 出題のねらい 領域大問

中・
小問

平均正答率は、５６．７％である。「世界の地域構成」については、平均正答率が７８．３％と高くなっている。 

一方、「中世の日本」については、平均正答率が４０．１％と低い。特徴の見られた問題では、平均正答率が

低かったＡ問題の２３（1）と、平均正答率が低く、無解答率も高かったＢ問題の１２を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例（中学校２年 社会）

Ａ問題 ２ ３(1) 正答率が低かった問題

３ (1) 中世の２つの政治のしくみについ

て，資料２の①～④に当てはまる適

切な組み合わせを，下のア～エから

１つ選び，記号で答えなさい。

ねらい
鎌倉幕府と室町幕府の仕組みに

正 答 イ
平均正答率（％）４３.１

ついて理解している。 無 解答 率（％） ０.９

☆分析

Ａ問題の正答率が地理的分野は７５．８％、歴史的分野が４７．３％と大きな差が見られた。

特に中世の日本（４０．１％）が、古代までの日本（５４．４％）よりも大きく下回った。学

習指導要領の内容である武家政治の特色を考えさせ、理解させるという、鎌倉時代と室町時代の

組織について、執権や管領の権限に関する理解が十分ではなかったのではないか。さらに、地方

の政治においても、六波羅探題や鎌倉府の支配の対象場所について、十分な理解ができていなかっ

たのではないか。

☆指導のポイント

鎌倉幕府の成立について、頼朝が考えたことを予想させ、資料から幕府の仕組みや武士との関

係に着目させた上で、理解を深めていく。

※ 鎌倉幕府と室町幕府の仕組みの違い

① 将軍補佐役の変化【執権（政治の実権）→ 管領（京都の支配）】

② 地方機関の変化 【地頭の支配 → 守護の権限拡大、守護大名による支配】

【六波羅探題（京都）→ 鎌倉府（関東の支配）】

Ｂ問題 １ ２ 正答率が低く、無解答率が高かった問題

２ 直樹君は仮説を検証するために，資料２，３を見つけました。資料２と３を関連づけて，わかったことの

Ｂ に入る適切な内容を答えなさい。

オランダの農産物輸出額が多い理由について、輸出相
平均正答率（％）１８.７

ねらい 手国やＥＵ加盟国ができることを示した資料から読み取

り、考察することができる。

正 答 (例)関税がかからないため、ＥＵ加盟国への輸出が多い。無 解答 率（％）１３.４
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☆分析

・ 資料３から、ＥＵ加盟国同士の貿易が盛んになっていることを、読み取るという資料活用の

技能が身に付いていないのではないか。

・ 関税がかからないと、貿易が盛んになるという知識が身に付いていないため、資料２からＥ

Ｕ加盟国では関税がかからないので、資料３のＥＵ内の貿易が盛んになることを関連づけるこ

とができなかったのではないか。

☆指導のポイント

◇ 課題解決を図る学習過程の展開（問いの工夫）

① 課題把握

・ 動機付け（学習課題の設定）

ある社会的事象を提示し、生徒から疑問や気付きを引き

出し、課題意識を醸成させる。

※ 社会的事象の教材化（教材研究）

・ 方向付け（課題解決の見通し）

これまでの既習事項や資料をもとに、予想や仮説を立て

させる。

② 課題追究

・ 情報収集

資料を活用して調べさせる。（課題解決に向けて、必要な資料の準備と提供）

・ 考察・構想

社会的事象等の意味や意義、特色や相互の関連を多面的・多角的に考察し、話し合わせ

る（討論等）。

他にも、社会に見られる課題を把握して、解決に向けて構想し、話し合わせ（討論等）、

複数の立場や意見を踏まえて解決に向けて、選択・判断させる。

③ 課題解決

・ まとめ

考察したことや構想したことなど結論をまとめる。

④ 新たな課題

・ 振り返り

学習を振り返って考察する。

新たな問い（課題）を見出したり追究したりする。

動機付け

方向付け
課題把握

課題追究
情報収集

考察・構想

課題解決 まとめ

新たな課題 振り返り

資料「農業に関するオランダと日本の比較」より

なぜ、オランダは日本より農地面積もせま

く、農業生産額も少ないのに農産物輸出額が

世界２位なのだろうか？

オランダの農産物輸出額が世界２位なのは、オラ

ンダがＥＵに加盟していることと関係があるのだろ

う。

資料「ＥＵ加盟国にできるおもなこと」

・ 人の移動、ものの移動、お金の移動

資料「オランダのおもな輸出相手国（2014年）」

資料２より、オランダはＥＵ加盟国において、関税がかからないため、

資料３より、ＥＵ加盟国への輸出が多い。そのため、オランダで作られ

た農産物は、輸出額が多くなり、世界２位となっている。

・ オランダはどのような農産物を輸出しているのだろうか。

・ ＥＵから離脱する国が出てきたが、ＥＵの問題点は何だろうか。
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５ 中学校１年：数学 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野 

領域 

数と計算 量と測定 図 形 数量関係 

７８．５ ４９．４ ８３．９ ６６．９ ６９．３ ６２．７ 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 1 ３位数と２位数の加法 繰り上がりのある３位数と２位数の加法ができる。 数と計算 96.5 0.1

1 2 小数の減法 末尾の位の揃っていない小数の減法ができる。 数と計算 78.3 0.2

1 3 小数の乗法
かける数が小数の場合の乗法の意味を理解することができ
る。

数と計算 60.7 3.2

1 4 分数の大小 分母の違う分数の大小関係を理解している。 数と計算 77.7 0.3

1 5 小数の除法 小数の除法における計算の確かめの方法を理解している。 数と計算 88.7 1.1

1 6 四則の混合した式の計算 減法と乗法の混じった式の計算ができる。 数と計算 91.0 0.3

1 7 分数の減法 異分母の分数の減法ができる。 数と計算 85.8 1.1

1 8 分数の除法 分数同士の除法ができる。 数と計算 92.3 0.8

2 1 速さ 道のりと速さから、かかる時間を求めることができる。 量と測定 90.6 1.9

2 2 三角形の高さ 三角形の底辺と高さの関係について理解している。 量と測定 54.4 2.5

3 1 角柱の体積 角柱の体積を求めることができる。 量と測定 79.8 2.6

3 2 図形の面積
正方形や円の面積の求め方を利用し、色の付いた部分の面
積を求めることができる。

量と測定 42.8 9.4

4 1 合同な三角形 合同な三角形をかくための条件を理解している。 図形 71.7 1.3

4 2 対称な図形 線対称な図形を作図することができる。 図形 94.9 0.6

4 3 三角形・平行四辺形の角
三角形や平行四辺形の角の性質を用いて、角の大きさを求
めることができる。

図形 80.6 1.5

4 4 三角柱の展開図
見取図と展開図を関連付けて、三角柱の辺や面の位置関係
を理解している。

図形 72.6 2.1

5 1 文字を用いた式 数量を x などの文字を用いた式で表すことができる。 数量関係 65.4 2.3

5 2 比の値 等しい比を見付けることができる。 数量関係 89.3 1.6

5 3 度数分布の区間 度数分布表から当てはまる区間を見付けることできる。 数量関係 92.6 1.7

5 4 比例のグラフ 比例の関係を表すグラフをかくことができる。 数量関係 53.2 11.3

1 1 百分率
示された割り引き後の値段の求め方の中から誤りを見出し、
正しい求め方と答えをかくことができる。

数量関係 34.6 17.9

1 2 起こり得る場合
図などを用いて、条件に合った見学のコースが何通りあるか
を見付けることができる。

数量関係 41.1 5.1

2 1 円の直径
円周の公式を用いて、円の形をした木の切り口の直径を求め
ることができる。

図形 54.4 11.1

2 2 縮図と拡大図
二等辺三角形の性質や縮図の考え方を用いて、木の高さの
求め方の理由を考えることができる。

図形 62.3 4.5

2 3 縮図と拡大図
縮図の考え方を用いて、木の高さの求め方を見付けることが
できる。

図形 48.9 4.6

無解答
率(%)

A

B

出題のねらい 領域
分
類

出題内容
正答率

(%)
大問

中・
小問

平均正答率は、７２．７％である。「数と計算」については、平均正答率が８３．９％と高くなっている。 

一方、「数量関係」については、平均正答率が６２．７％と低い。特徴の見られた問題では、平均正答率が低

かったＡ問題の２(2)と３(2)を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 （中学校１年 数学）

Ａ問題 ２ (2) 正答率が低かった問題

次の三角形 ABCの面積を求めよ

うと思います。

辺 ACを底辺とするとき，高さは

何cmになるか，答えなさい。

正 答 ５cm

ねらい 三角形の底辺と高さの関係について理解している。
平均正答率（％） ５４．４

無 解答 率（％） ２．５

☆分析

三角形の「高さ」が三角形の内部にない場合において、底辺に対応する高さの位置関係が理解

できていない。

３ｃｍと答えた生徒は、問題文の「AC が底辺である」を読んでおらず、底辺が水平に近い辺

ＡＢを底辺とみて３ｃｍと判断したと考えられる。

７ｃｍと答えた生徒は、「AC が底辺である」ことは理解しているが、高さは図形の内部にあ

ると考え、７ｃｍと答えたと考えられる。

同じ生徒群が、平成28年度に実施された全国学力･学習状況

調査で右の図の「辺イウを底辺としたときの高さ」を選ぶ問題

を解いている。この底辺が水平である場合における調査結果は、

宮崎県の正答率が77.8％であるため、底辺の位置を変えた場合

の習熟が十分でなかったといえる。また、同じ調査問題で、全

国の正答率82.0％と比べ、宮崎県は4.2ポイント低くなっており、

指導の工夫が必要と考えられる問題である。

☆指導のポイント

三角形の面積を求めるときには、どの辺を底辺にしても面積は変わらないことや、

どの辺を底辺にするかで高さが決まることをしっかりと理解させることが必要です。

右のように、画用紙

などで作った三角形を

黒板に貼り、３つの辺

をそれぞれ底辺とした

ときのそれぞれの高さ

を見いださせる活動が

考えられる。

また、３つの辺と高

さにあたる線分の長さ

を実際に図り、面積の

公式、底辺×高さ÷２

をするといつも同じ値

になることを確かめる

活動も取り入れると効

果的である。

面積を求めるために必要な部分の長さだけを与えて、公式を用いるだけで答えが求められる

ようにするのではなく、長さや角度についての他の情報も与え、面積を求めるためには、どの

部分の長さが必要であるかを考えさせるような授業の展開も考えられます。

本問題を、３つのそれぞれの辺を底辺として考えさせます。ＡＣやＢＣが底辺とし
た場合を取り扱う際には、高さが底辺に対して垂直となることや、高さが図形の外
部に表される場合もあることを再度確認することが大切です。

A

B

C

7 ㎝

6 ㎝5 ㎝3 ㎝
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特徴の見られた問題例 （中学校１年 数学）

Ａ問題 ３ (2) 正答率が低く、無解答率も高かった問題

次の図のように，円の中心が同じところにある大小

2つの円と，大きい円を囲んでいる正方形があります。

正方形の 1辺の長さが 20cmで，2つの円が直径で区切

られているとき，色を付けた部分の面積の合計は何cm２

になるか，答えなさい。

ただし，円周率は 3.14とします。

正 答 １５７ cm2

ねらい
正方形や円の面積の求め方を利用し、色の付いた部 平均正答率（％） ４２．８

分の面積を求めることができる。 無 解答 率（％） ９.４

☆分析

この問題は、図形の一部を対称移動しても、面積は変わらない（面積の保存性）ことを理解し

ているかどうかをみるものである。また、円の面積を求める公式を適用することができるかをみ

る問題でもある。

無解答率が高かった理由としては、円の面積の一部を対称移動し、半円にまとめることができ

なかったことが考えられる。また、誤答としては、以下のようなことが考えられる。

① 正方形の一辺の長さ＝大きな円の直径であることに気付いていない。

② 円の半径を20cmとし、20×20×3.14÷２＝628と答えているもの。

③ 円の面積の公式の理解が不十分で、２×20×3.14÷２＝62.8と答えているもの。

④ 小数を含む計算が習熟されておらず、10×10×3.14÷２の答えが15.7等になっているもの。

☆指導のポイント

下図のような動的な提示をすることで、解決の見通しをもたせることが大切です。

特に、円の面積を求める公式の活用では、半円やおうぎ形の面積について、それが円

の一部であるというイメージをもたせた上で、面積の求め方を話し合わせましょう。

心がけていきたいポイント

① 辺の長さや角の大きさなどに着目し

て、見通しをもって図形を構成させた

り、構成できた根拠を説明させたりす

る指導の充実

本設問では、円の中心を対称の中心

として移動することで色の付いた部分

の面積が半円にまとめられると予想さ

せ、実際に図を切り取り、色の付いた

部分を動かしてぴったり重なることを

確かめる活動が考えられる。

この活動により、中学校第１学年で

の「合同なおうぎ形」、第２学年での

「対頂角」の学習にも効果的である。

② 円の面積を求めることができるよう

にする指導の充実

実際に公式を用いて、様々な問題を

解決することで、公式が習得されると

考えられる。中学校以降も円の面積を

使う場面が多いため、間を置かず何度

も繰り返し公式を活用させる問題を解

かせ、習熟を図る必要がある。

複雑な図形の面積は、図形を変形した
り、補助線を引いたりして工夫して求めた
ね。これまでに学習した方法を使って、面
積を求める工夫ができないかな？

㋑や㋒も同じように動かしてみると･･･。
ちょうど円の半分になったよ！
円の直径と、正方形の一辺は同じ長さだか

ら、円の半径は、20÷2で10㎝だね。だから、
色のついた部分は、10×10×3.14÷2 だよ。

左の図の㋐の部分を、円の中心を
対称の中心にして、180°回すと右
の図の場所とぴったり重なるよ。
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６ 中学校２年：数学 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野 

領域 

数と式 図 形 関 数 資料の活用 

５４．０ ３０．２ ５３．９ ４６．７ ３６．１ ５１．０ 

②正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 1 正の数，負の数の減法 正の数、負の数の減法の計算ができる。 数と式 93.9 0.3

1 2 四則を含む計算 四則を含む式の計算ができる。 数と式 77.1 1.0

1 3 負の分数と小数の大小 負の分数と小数の大小を理解している。 数と式 67.5 0.5

1 4 絶対値 絶対値の意味を理解している。 数と式 58.2 1.2

1 5 文字式の表し方 数量を文字式に表すことができる。 数と式 10.9 6.9

2 1 文字式の表し方
乗法、除法を含む式を、記号×、÷を使わずに表すことがで
きる。

数と式 72.3 3.0

2 2 式の値 式の値を求めることができる。 数と式 42.3 5.0

2 3 関係を表す式の意味 式が表す数量関係を言葉で説明できる。 数と式 52.1 7.0

2 4 大小関係を表す式 数量の大小を不等式に表すことができる。 数と式 69.0 1.6

2 5 比と比例式 条件から比例式をつくり、比例式を解くことができる。 数と式 63.6 10.4

3 1 比例のグラフ 比例のグラフから、比例定数を読み取ることができる。 関数 44.8 4.1

3 2 変域
比例のグラフから、x の変域に対応するy の変域を求めること

ができる。
関数 46.2 9.9

3 3 反比例 条件から反比例の関係を見つけることができる。 関数 21.7 2.4

4 1 平行移動 平行移動の作図ができる。 図形 54.1 3.7

4 2 おうぎ形の中心角 おうぎ形の中心角を求めることができる。 図形 44.4 17.1

5 1 ２平面の位置関係 ある面と垂直に交わる面を見つけることができる。 図形 62.5 2.4

5 2 三角錐の体積 展開図をもとに、三角錐の体積を求めることができる。 図形 25.6 19.5

6 1① 相対度数 度数分布表から相対度数を求めることができる。 資料の活用 75.4 2.4

6 1② 資料の平均値 度数分布表から平均値を求めることができる。 資料の活用 26.7 18.7

6 2 有効数字 ある数を有効数字で表すことができる。 資料の活用 51.0 4.1

1 1 方程式の利用
問題の中の数量に着目して、数量の関係を見付けることがで
きる。

数と式 30.7 5.6

1 2 方程式の利用 方程式を利用して、実際の問題を解くことができる。 数と式 9.4 13.5

2 1 比例の利用 条件をもとに、当てはまる数量を求めることができる。 関数 54.3 5.2

2 2 反比例の利用 条件をもとに、反比例の式をつくることができる。 関数 22.5 28.0

2 3 反比例の利用
立てた式から当てはまる数量を求め、求め方を説明すること
ができる。

関数 26.9 38.3

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

出題のねらい 領域
分
類 出題内容大問

中・
小問

平均正答率は、４９．２％である。「数と式」については、平均正答率が５３．９％と高くなっている。 

一方、「関数」については、平均正答率が３６．１％と低い。特徴の見られた問題では、平均正答率が低かっ

たＡ問題の１（5）と、無解答率が高く平均正答率も低かったＡ問題の５（2）を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 （中学校２年 数学）

Ａ問題 １ (5) 正答率が低かった問題

赤いテープと白いテープの長さについて，次のことがわかっています。

赤いテープの長さは a㎝です。
赤いテープの長さは，白いテープの長さの 倍です。

正 答 cm
白いテープの長さは何㎝ですか。aを用いた式で表しなさい。

ねらい 数量の関係を式に表すことができる。
平均正答率（％） １０．９
無解 答率（％） ６．９

☆分析
本設問は、数量の関係や法則などを文字を用いた式に表すことができることを理解し、式を

用いて表したり読み取ったりする問題である。また、小学校時より課題となっている「基準量
を求めるために除法が用いられること」の理解をみるためのものである。

この設問の誤答例として、 があげられる。これは、「倍」という表現が含まれることから、

× と立式したと考えられる。

★同様の問題が、平成27年度 全国学力学習状況調査 中学校３年 ２(2)でも出題されている。
〔問〕赤いテープと白いテープの長さについて，次のことがわかっています。

赤いテープの長さは a㎝です。 解 答 類 型 反応率（％）

赤いテープの長さは, と解答しているもの 23.6％

白いテープの長さの 倍です。
と解答しているもの 51.6％

白いテープの長さは何㎝ですか。

aを用いた式で表しなさい。 無解答 8.7％

★平成24年度 全国学力学習状況調査 小学校６年 ３(1)(2)でも基準量を考えさせる問題が
出題されており、３(1)(2)の両方とも正答だった児童は29.１％である。
〔問〕 (1)「120cmの赤いテープの長さが、白のテープの長さの0.6倍にあたるとき、二つのテープの長さ

の関係を表している図を選ぶ問題」の正答率･･･〈３４．３％〉

(2)「120cmの赤いテープの長さが、白のテープの長

さの0.6倍にあたるとき、白いテープの長さを

求める式をかく問題」の正答率･･･〈４１．３％〉

☆指導のポイント

事象や数量の関係をとらえ、その関係を文字式で表すことができるようにするには、
①関係を図や表で表して関係をつかむ。②具体的な数や言葉を当てはめた式を作る。
の手順を経て、文字式で表すように指導することが大切です。

心がけていきたいポイント

○ 長さの関係を正確に読み取らせる。 ○ 図や表をかく活動を積極的に取り入れる。

上の図のように、２本のテープの長さを線分図に

表すようにします。それぞれの長さの関係がわかる

教師の補助発問で、基準量がどちらかを考える必 ように具体的な数や言葉等を書き込み、両者を比較

要性を押さえます。生徒同士で話し合わせる活動も する活動を行います。生徒は、数量の関係をつかむ

考えられます。基準量に対する生徒の意識が十分に 上で、図や表のよさに気付き、積極的に活用するよ

高まるまで、何度も経験を積ませることが大切です。 うになると考えられます。

(2)の正答は120÷0.6。でも、120×0.6と
かいた児童が48.6%で、正答者よりも多い
よ。「倍」とかかれていても、かけ算とは
限らないことを押さえなきゃいけないね。

赤いテープと白いテープを比べたと

き、長い方はどちらですか？

倍ってかいてあるけれど、

× と、かけ算していいかな。
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特徴の見られた問題例 （中学校２年 数学）

Ａ問題 ５ (2) 無解答率が高く、平均正答率も低かった問題

次の図のように，三角錐の展開図があります。
すい

この三角錐の体積を求めなさい。

正 答 ６ cm2

ねらい
展開図をもとに、三角錐の体積を求めることができ 平均正答率（％） ２５.６

る。 無解 答率（％） １９.５

☆分析
中学校２年生では、Ａ問題の正答率が54％と低くなっている。また、図形領域についての出

題は、Ａ問題だけであったが、領域別平均正答率は46.7％と半分を割り込む結果となっている。
本設問は、図形領域のうち、無解答率が最も高い19.5％であり、同時に平均正答率も30％に

達していない課題のみられる問題である。
● 無解答が多かった理由として、以下のことが考えられる。

・展開図を組み立てた三角錐の「見取図」がイメージできていない。
・どの面を底面にすれば、高さ（垂直な辺）が見いだせるか、読み取ることができていない。
・教科書で示されているような母線の長さが等しい角錐のイメージがあり、頂点が傾いてい
る三角錐の理解が十分でない。

● 誤答が多かった理由として、以下のことが考えられる。

・角錐や円錐の体積の公式：(底面積)×(高さ)× で、 をかけることを忘れている。

・底面積を求める際に、三角形の直角をはさむ２辺を正確に選べていない。

・問題文の読み取りができておらず、表面積を求めている。

☆指導のポイント

図形の問題を解決するためには、図形の辺の長さや角度を正確にイメージする力、
目的に応じて図形を見る角度を変えてみる等の発想力が必要です。また、問題解決に
必要な辺の長さや角度を判断して図から取り出し、計量する力をつけることも大切で
す。そのためには、生徒が、実際に図形を観察したり、組み立てたりする時間をしっ
かりと授業で確保することが重要です。

心がけていきたいポイント

・辺と面のつながりや位置関係は、実際に模型を展開し

たり、紙に書いた展開図から立体を組み立てたりする

活動を取り入れて、じっくりと観察させましょう。

透明なシートを使えば、奥の辺も見えて便利です。

・デジタル教科書やIC Tのソフトには、展開図を組み立

てて見取図になる様子が、動画で見られるものもあり

ますよ。

・念頭操作に慣れるために、ある１つの面を底面と考

えて、その面を動かさずに固定して、立体図形を組

み立てる様子を想像させてみる方法があります。

・平面図形や空間図形は、入試でも頻出問題です。おう

ぎ形、角錐、円錐、球などは、中学校で新出の内容で

すので、単元を終えても繰り返し取り組ませましょう。

展開図を念頭操作で見取図にできるようにしよう！

平面図形の面積や角度、空間図形の表面積や体積など
の計量について習熟の時間を確保しよう！

立体図形を構成する要素の対応を的確に捉えさせよう！ 先生！実際に組み立て
て、 調べてもいいですか？

垂直な辺が高さだから、AとB
は高さがすぐわかるわ。
実際に作ると見付けやすいね。

形の違う３つの三角形をそれ
ぞれ底面にして置いてみたよ。
どれも三角錐だね。体積は･･･

Ａ
Ｂ

Ｃ
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７ 中学校１年：理科 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野 

領域 

生 命 地 球 エネルギー 粒 子 

５８．８ ４１．３ ５２．０ ４８．８ ５４．５ ６１．８ 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 1 水の通り道 根から取り入れた水の通り道を指摘できる。 生命・地球（生命） 54.6 0.1

1 2 蒸散 蒸散を指摘できる。 生命・地球（生命） 66.4 4.3

2 １記号 二酸化炭素の性質 二酸化炭素の性質を理解している。
物質・エネルギー

（粒子） 79.4 0.6

2 １名前 二酸化炭素
炭酸水にとけているものは、二酸化炭素であることを指摘で
きる。

物質・エネルギー
（粒子） 69.0 3.9

3 1 受精 受精を指摘できる。 生命・地球（生命） 74.5 3.0

3 2 メダカのたまごの育ち メダカのたまごの育ちを理解している。 生命・地球（生命） 45.9 0.5

3 3 けんび鏡の使い方 顕微鏡の使い方を理解している。 生命・地球（生命） 18.4 0.2

4 1 同じにする条件 実験の際に同じにする条件を理解している。
物質・エネルギー
（エネルギー）

4 ２ア 電流による発熱
電熱線の太さを変えると水の温度変化の程度が変わることを
理解している。

物質・エネルギー
（エネルギー） 58.4 2.9

4 ２イ 電流による発熱
電熱線の太さを変えると発熱する程度が変わることを理解し
ている。

物質・エネルギー
（エネルギー） 34.0 2.9

5 1 土のたい積のしかた ペットボトルの底にたい積した土のようすを指摘できる。 生命・地球（地球） 76.9 0.5

5 ２アイ 地層のでき方
地層のでき方を、流れる水のはたらきと関連付けて理解して
いる。

生命・地球（地球） 38.5 5.9

6 1
ふっとうしているとき
の水の温度

水を熱したときの変化を温度変化のグラフとあわせて理解し
ている。

物質・エネルギー
（粒子） 66.8 0.9

6 2
水がふっとうしたとき
に出てくるあわの正体

水を熱したときに出てくるあわは、水蒸気であることを指摘
できる。

物質・エネルギー
（粒子） 44.5 0.5

6 3 水を熱したときの変化 ふっとうしているときの水の温度やようすを理解している。
物質・エネルギー

（粒子） 62.0 0.7

7 1 月と太陽の位置関係 月の輝いている側に太陽があることを理解している。 生命・地球（地球） 68.3 1.1

7 2 月の形の見え方と太陽 太陽と月の位置と月の見え方の関係を理解している。 生命・地球（地球） 78.7 0.8

7 3 月の見え方の変化
月の見え方は、約１か月間でもとの形にもどることを理解し
ている。

生命・地球（地球） 27.4 0.7

8 1
ふりこが１往復する時
間

糸につるしたおもりが１往復する時間は、おもりの重さなど
によっては変わらないことを指摘できる。

物質・エネルギー
（エネルギー） 73.3 0.9

8 2
ふりこが１往復する時
間

糸につるしたおもりが１往復する時間は、糸の長さによって
変わることを理解している。

物質・エネルギー
（エネルギー） 51.2 1.1

1 １アイ
かげのでき方と太陽の光
天気と１日の気温

「気温の変化」と「かげの長さの変化」のグラフから、雲が
かかっていた時間を指摘できる。

生命・地球（地球） 13.9 2.8

1 １理由
かげのでき方と太陽の光
天気と１日の気温

「気温の変化」と「かげの長さの変化」のグラフから、途中、雲が
かかっていたと判断できる理由を説明できる。

生命・地球（地球） 38.4 5.3

1 2 かげのでき方と太陽の光 日時計のかげのでき方から、このときの時刻を推定できる。
物質・エネルギー
（エネルギー） 39.0 1.4

2 1 ものが水にとける量
自分が立てた予想について，実験の結果を見通すことができ
る。

物質・エネルギー
（粒子） 51.1 1.2

2 2 ものが水にとける量
実験の結果と考察を検討し、学習問題に対して適切な結論に
改善することができる。

物質・エネルギー
（粒子） 59.7 1.2

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

分
類 出題内容 出題のねらい 領域大問

中・
小問

平均正答率は、５５．３％である。「粒子」については、平均正答率が６１．８％と高くなっている。 

一方、「地球」については、平均正答率が４８．８％と低い。特徴の見られた問題では、平均正答率が低かっ

たＡ問題の３３と６２、Ｂ問題の２２を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 （中学校１年 理科）

Ａ問題 ３ ３ 正答率が低かった問題

顕微鏡の使い方を理解している。 １８．４ねらい 平均正答率 ％（ ）
イ → ウ → エ → ア ０．２正 答 無 解 答 率 ％（ ）

☆分析
平均正答率が低かった問題である。小学校第５学年における類似問題ではＨ27年度が16.6％

Ｈ28年度が22.9％であった。顕微鏡の使い方として、一番最初の手順として「視野を明るくす
ること」ではなく 「プレパラートをステージに置くこと」を選んだ誤答が多かったと考えら、

れる。
☆指導のポイント
器具の操作や手順について、意味や必要性を話

合うなどの学習活動を行い、児童が納得して、適
切に操作できるようにすることが大切である。
また、器具を扱う機会も多くはないので、その

都度、適切な操作方法を確認する必要がある。
、 、確実に習得させるために ＩＣＴを活用したり

ペアやグループで確認したりするなどの学習活動
を取り入れることが考えられる。

Ａ問題 ６ ２ 正答率が低かった問題

【 】実験

丸底フラスコに水とふっとう石を入れ， のような① 図１
装置を組み立てる。
水を熱したときの，水の温度とようすを調べる。②

。 ，２ 図３ ア ウのあわの正体は何ですか 次の ～ から１つ選び
記号で答えなさい。

水蒸気 空気 湯気ア イ ウ

４４．５ねらい 平均正答率 ％
水を熱したときに出てくるあわは、水蒸気で

（ ）
あることを指摘できる。
ア ０．５正 答 無 解 答 率 ％（ ）

☆分析

平均正答率が低かった問題である 「空気」という誤答が多かった。
と考えられる。
☆指導のポイント
児童は、日常生活の中で「蒸気は白い 「水中でぶくぶく」

するものは空気」という素朴概念をもっている。教科書の

実験からは 「あわの正体は空気ではない」という結論しか、
得られず、児童は「あわの正体は水蒸気である」という概念
に変化するまではいたっていないと考えられる。
教科書の実験以外に、追加実験を行ったり、袋の中の様子

から、十分話し合ったりする必要がある。また 「水のゆく、
え」の単元と順序を入れかえ、水蒸気のイメージを先にもた

せておくことも、有効である。

けんび鏡の使い方について，次の ～ の文を適切な３ ア エ
順に並べなさい。

接眼レンズをのぞきながら，調節ねじを回してピントア
を合わせる。
接眼レンズをのぞきながら反しゃ鏡を動かして，明るイ

く見えるようにする。
プレパラートをステージに置き、クリップで留める。ウ
横から見ながら調節ねじを回して，対物レンズとプレエ

パラートをすれすれまで近づける。

水の中からさかんに
あわを出しながら，
わきたっていた。

初めに視野を明るくすることで確認【
】したいこと

・顕微鏡は適切な場所に置いているか。
・視野全体が、均一に明るく見えるか。

・接眼レンズ、対物レンズは適切に取り

付けているか。

・しぼりの穴の大きさは適切か。 など

顕微鏡（光学顕微鏡）は、適切な光が

届いていることが重要である。

湯気
（液体）

水蒸気
（気体）

水蒸気
（気体）

ふっとうさせ
て水蒸気を集
める

エ ア ー ポ ン プ
で 空 気 を 集 め
る

しぼむ。
袋に水滴
がつく。

しぼまな
い。袋の
中に変化
なし。

冷やす 冷やす

水
（液体）
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特徴の見られた問題例 （中学校１年 理科）

Ｂ問題 ２ ２ 正答率が低かった問題

５９．７ねらい 平均正答率 ％
実験の結果と考察を検討し，学習問題に対して適

（ ）
切な結論に改善することができる。
ア １．２正 答 無 解 答 率 ％（ ）

☆分析

平均正答率が低かった問題である。 実験の結果から、貴史君の考察を検討して、学習問題に
対して適切な結論を選択する問題である。結論は、学習問題の答えになることを、十分理解し
ていなかった生徒が多いと考えられる。このことは、問題解決的な学習を進めていくために、
全員が確実に身に付けておく必要がある。
☆指導のポイント

科学的な思考力や表現力を育成する上で、学習問題に対して適切に考察し結論を導き出すこ
とは大切である。
そのためには「学習問題の設定」や「考察・結論」の段階における工夫が必要である。

貴史君たちは，学習問題を「水の

温度を変化させたときの，とける量

の変化のしかたは，とかすものによっ

てちがいがあるのだろうか 」とし，。

実験を行いました。

貴史君は，この実験についてノー

トにまとめ，先生に提出しました。

１ 学習問題
， ，水の温度を変化させたときの とける量の変化のしかたは

とかすものによってちがいがあるのだろうか。

６ 結 論
， ，水の温度を変化させたときの とける量の変化のしかたは

＜ 学 習 問 題 の 設 定 ＞

自 分 た ち の 疑 問 か ら 関 係 性 や 傾 向 を 見 い 出 さ

せ 、 解 決 の 見 通 し を も っ て 学 習 問 題 を 設 定 す る

よ う な 学 習 を 繰 り 返 し 行 う こ と が 大 切 で あ る 。

＜ 考 察 ・ 結 論 ＞

自 分 の 考 察 を 振 り 返 っ た り 、 他 者 の 考 察 を 協

働 で 検 討 し て 改 善 し た り す る 学 習 場 面 を 設 定 す

る こ と が 大 切 で あ る 。

生 徒 の （ な ぜ ） と い う 疑 問 を 、 （ 何W h y W h a t
W h e n W h e r e W h i c hが ・ （ い つ ・ （ ど こ に ・） ） ）

（ ど ち ら が ・ （ ど の よ う に ） 等 を 使 っ た） H o w
検 証 可 能 な 「 問 い 」 に つ く り 直 す こ と が 大 切 。

、「 」 「 」学 習 問 題 と 結 論 は 問 い に 対 す る 答 え

の よ う な 関 係 。 適 切 な 結 論 に な る よ う に 、 日 々

の 授 業 で 意 識 付 け る こ と が 大 切 。

【 学 習 指 導 過 程 の 例 】

対

応

線 で 結 ば れ た と こ ろ が 、 そ れ

ぞ れ 対 応 し て い る 。

自 然 事 象 に 対 す る 気 付 き

学 習 問 題 の 設 定

仮 説 の 設 定

検 証 計 画 の 立 案

観 察 ・ 実 験

結 果 の 整 理

考 察

結 論 の 導 出

貴史君のノートの結論の部分２

が，学習問題の答えになるよう

に， に最も適切な

ものを，次の ～ から１つ選ア エ

び，記号で答えなさい。

とかすものによってちがいア
がある。
とかすものによって限界がイ

ある。
食塩よりもミョウバンのほウ

うが水によくとける。
ミョウバンよりも食塩のほエ

うが水によくとける。
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８ 中学校２年：理科 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野 

領域 

化学的領域 物理的領域 生物的領域 地学的領域 

６０．０ ５３．２ ５８．８ ４８．６ ６４．６ ６２．６ 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 1ア 気孔 気孔を指摘できる。 生物的領域 85.0 4.0
1 １アイ 蒸散 蒸散を指摘できる。 生物的領域 84.9 3.0
1 2 茎の断面の観察 道管の働きを理解している。 生物的領域 69.9 1.3
1 3 植物のなかま分け 植物の体のつくりの特徴から、単子葉類を指摘できる。 生物的領域 57.9 10.0
2 1 シダ植物の体のつくり シダ植物の体のつくりを理解している。 生物的領域 64.4 0.8
2 2 胞子の名称 胞子を指摘できる。 生物的領域 68.7 3.6
2 3 顕微鏡の使い方 顕微鏡の使い方を理解している。 生物的領域 20.1 0.6
3 1 酸素の発生のさせ方 酸素の発生方法を指摘できる。 化学的領域 66.6 0.7

3 ２
記号・名称

酸素の集め方 酸素の適切な捕集法を理解している。 化学的領域 75.2 2.2

3 3 酸素の確かめ方 酸素の確認の仕方を説明できる。 化学的領域 49.2 12.1

4 1
音の発生のしくみや伝わ
り方

音の発生のしくみや伝わり方を理解している。 物理的領域 60.7 0.8

4 2 音の伝わる速さ
空気中を伝わる音の速さを利用して、花火までの距離を計
算することができる。

物理的領域 66.6 7.8

5 1 火山の形
モデル実験から、火山の形はマグマの粘性と関係があるこ
とを指摘できる。

地学的領域 70.7 3.7

5 2 代表的な火山の例 傾斜がゆるやかな火山の代表例を指摘できる。 地学的領域 62.6 0.7
6 １アイ 圧力の計算 力の大きさと接触面積から圧力を計算することができる。 物理的領域 44.6 7.7
6 １ウ 圧力の計算 力の大きさと接触面積から圧力を計算することができる。 物理的領域 39.6 8.9
6 2 圧力が関係する事象 圧力を大きくする工夫がされている事象を指摘できる。 物理的領域 33.7 1.5
7 1 温度計の目盛りの読み方 温度計の示度を正しく読むことができる。 化学的領域 39.7 1.2
7 2 融点 融点を指摘できる。 化学的領域 53.9 10.6
7 3 粒子で考えた状態変化 物質の状態変化を粒子モデルと関連付けて理解している。 化学的領域 68.4 1.8

1 1 浮力
実験レポートの作成について、学習問題に対して適切な結
論を記述できる。

物理的領域 32.1 12.6

1 2 浮力
予想に対する結果を見通して、実験を構想することができ
る。

物理的領域 67.7 2.8

1 3 浮力 結果を分析、解釈して、適切に考察することができる。 物理的領域 43.5 3.9

2 １記号 大地の成り立ちと変化
３つの場所の特徴とたまっていたれきや砂のようすから、
れきや砂がたまっていた場所を、適切に選択することがで
きる。

地学的領域 74.3 5.4

2 １理由 大地の成り立ちと変化
３つの場所の特徴とたまっていたれきや砂のようすから、
れきや砂がたまっていた場所を判断した理由を説明するこ
とができる。

地学的領域 42.9 10.7

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

分
類 出題内容 出題のねらい 領域大問

中・
小問

平均正答率は、５８．６％である。「生物的領域」については、平均正答率が６４．６％と高くなっている。 

一方、「物理的領域」については、平均正答率が４８．６％と低い。特徴の見られた問題では、正答率が低

かったＡ問題の７１と、平均正答率が低く、無解答率が高かったＡ問題の６１、Ｂ問題の２を取り上げ

ている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 (中学校２年 理科)

Ａ問題 ６ １ 正答率が低く、無解答率が高かった問題

力の大きさと接触面積から圧力を計算する ４４．６
ねらい

ア 平均正答率（％）
ことができる。 ７．７イ 無 解 答 率（％）

・ （完全解答） ６００ ・ ０．３ ３９．６
正 答 ウ

ア イ 平均正答率（％）
２０００ ８．９ウ 無 解 答 率（％）

☆分析
平均正答率が低く、無解答率が高かった問題である。

アとイの数字は問題文の中にあり、単位の変換も必要ないにもかからわず、公式にきちんと
当てはめることができていない生徒が多かった。分母と分子に入れる数字を逆に書いた生徒が
多かったのではないかと考えられる。
☆指導のポイント
教科書の「体重を支える紙コップの実験」や「スポンジを押すはたらきのちがいを調べる実

験」では、定性的に取り扱うだけでなく 「紙コップ１個分にはたらく力の大きさを計算し、、
単位面積当たりにはたらく力という概念を理解させる 「スポンジにのせる板の面積の違いか」
ら、それぞれのときの圧力を計算させる」等の、定量的な取扱いをするような学習場面を設定
することが考えられる。
その際に、ペアやグループで 【計、

算ができるまでの段階】を確認しなが

ら、習熟を図ると効果的である。
また、日常生活の中で、圧力が利用

された道具等と関連付けて捉える学習
場面を設定することも大切である。

Ａ問題 ７ １ 正答率が低かった問題

３９．７ねらい 平均正答率（％）
圧力を大きくする工夫がされている事象を

指摘できる。
６３．２℃ １．２正 答 無 解 答 率（％）

☆分析
平均正答率が低かった問題である。６３℃と、整数で答えた誤答が多かったと考えられる。

☆指導のポイント
小学校では、３年生で「温度計の目盛りは、液の先に近い目盛りを読み、ちょうど真ん中に

きたら、上のほうの目盛りを読む 」と学習する。中学校では「最小目盛りの10分の１まで目。
分量で読み取る 」と学習する。目盛りの読み方を説明するだけでなく、ペアやグループで確。
認させながら習熟を図るなど、丁寧な指導が必要である。

のように，本もあわせて600Ｎの本だなを床の１ 図

上に置きました。本だなと床が接している部分の

面積が3000cm （0.3ｍ ）のとき，床にはたらく圧２ ２

力を求めます。下の ～ に適切な数字をア ウ

書きなさい。

ア

圧力〔N/ｍ 〕＝ ＝ 〔N/ｍ 〕２ ２ウ

イ

右の は， の のときの温度計を１ 図２ 実験 ③

示しています。このときの温度は何℃か，

答えなさい。

【計算ができるまでの段階】
① 科学的な概念を理解している。
② 公式や計算式が分かっている。

③ 数値を公式や計算式に正しく当てはめる
ことができる。

④ 必要に応じて、単位の変換ができる。
⑤ 正しく計算することができる。
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特徴の見られた問題例 (中学校２年 理科)

Ｂ問題 ２ 正答率が低く、無解答率が高かった問題

３つの場所の特徴とたまっていたれきや砂のよ
記 平均正答率（％） ７４．３

ねらい うすから、れきや砂がたまった場所を、適切に選
号

択し、そう判断した理由を説明することができる。 無 解 答 率（％） ５．４

（例）Ｃのれきや砂のようすは，軽石があり，
平均正答率（％） ４２．９

正 答
火山灰などに似ている。ウの場所は，現在も活動 理
している霧島山の近くにあるので，火山噴出物が 由

無 解 答 率（％） １０．７
川にたまっていると考えられるから。

☆分析

平均正答率が低く、無解答率が高かった問題である。記号は、多くの生徒が正答であったに
もかかわらず、適切に説明できた生徒は少なかった。
☆指導のポイント
単元や題材など内容や時間のまとまりの中で、「学習を見通し振り返る場面をどこに設定す

るか」、「グループなどで対話する場面をどこに設定するか」、「生徒が考える場面と教員が教え
る場面をどのように組み立てるか」を考えて指導を行うことが大切である。単元の中で、「科

学的な言葉や概念を使用して考えたり説明したりする学習活動」を、計画的に取り入れること
が考えられる。
（例）単元を通した課題「宮崎県の大地には、過去にどのような出来事が起こったのだろうか。」

１ 上のＣのスケッチは，３つの場所のどこのものですか。ア～ウから１つ選び、記号で答
えなさい。また，その理由を「Ｃのれきや砂のようす」と「選んだ場所」の特徴をふまえ
て説明しなさい。

朋子さんは，今年訪れた宮崎県内の
３つの場所についてまとめました。
下の問いに答えなさい。

川にたまっていたれきや砂のようすが，それぞれ
ちがっていたことに気付いたよ。

・美郷町の枕状溶岩･･･海底火山からマグマが噴出した場所だった。

・高岡町のサンゴの化石･･･あたたかくて、浅い海だった。 など

・宮崎市の砂泥互層･･･海底で砂と泥が交互に堆積した。

・高鍋町の河岸段丘･･･土地が隆起して、川の浸食する力が強くなり階段状の土地ができた。

１ 時 間 ご と に 、 学 習 内 容 に あ わ せ て 、 県 内 の 代 表 的 な 地 形 や 地 質 を 提 示 し 、 過
去 に 起 こ っ た 出 来 事 を 推 測 す る 学 習 活 動 を 取 り 入 れ る 。

単 元 の 最 後 に 、 こ れ ま で 学 習 し た 内 容 を も と に 話 し 合 い 、 宮 崎 の 大 地 に 過 去 に
起 こ っ た と 考 え ら れ る 出 来 事 を 、 ス ト ー リ ー に し て ま と め る 。
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９ 中学校２年：英語 

学習状況調査の結果概要 

 

 

 

 

① 分類・分野/領域別正答率（％） 

分類 
Ａ問題 Ｂ問題 分野 

領域 

聞くこと 読むこと 書くこと 

６１．７ ３２．２ ６８．６ ４８．８ ３５．７ 

② 正答数の分布（縦軸の単位は（人）） 

③ 設問別正答率･無解答率 

 

1 No.1 指示している内容の理解
短い英文を聞いて、絵の内容に合う適切な応答をすることが
できる。

聞くこと 82.4 0.2

1 No.2 指示している内容の理解
短い英文を聞いて、絵の内容に合う適切な応答をすることが
できる。

聞くこと 84.2 0.2

1 No.3 指示している内容の理解
短い英文を聞いて、絵の内容に合う適切な応答をすることが
できる。

聞くこと 76.1 0.3

2 No.1 身近な暮らしに関わる会話表現の理解
まとまりのある英文を聞いて、動作をたずねる質問に答えるこ
とができる。

聞くこと 77.2 0.3

2 No.2 身近な暮らしに関わる会話表現の理解
まとまりのある英文を聞いて、曜日をたずねる質問に答えるこ
とができる。

聞くこと 51.6 0.5

2 No.3 身近な暮らしに関わる会話表現の理解
まとまりのある英文を聞いて、場所をたずねる質問に答えるこ
とができる。

聞くこと 35.8 1.0

3 ① 身近な暮らしに関わる会話表現の理解
まとまりのある英文を聞いて、活動する時間を適切に聞き、答
えることができる。

聞くこと 87.2 0.9

3 ② 身近な暮らしに関わる会話表現の理解
まとまりのある英文を聞いて、活動する手段を適切に聞き、答
えることができる。

聞くこと 52.5 1.0

3 ③ 身近な暮らしに関わる会話表現の理解
まとまりのある英文を聞いて、活動する内容を適切に聞き、答
えることができる。

聞くこと 70.0 4.0

4 1 基本的な文法事項に関する知識・理解 主語とｂｅ動詞の組合せを理解し、適切に書くことができる。 書くこと 41.4 6.4

4 2 基本的な文法事項に関する知識・理解 一般動詞の過去形を理解し、適切に書くことができる。 書くこと 47.7 3.9

4 3 基本的な文法事項に関する知識・理解 現在進行形を理解し、適切に書くことができる。 書くこと 27.9 9.8

5 1(1) 言語の使用場面と表現の理解
短い英文を読んで、依頼を含んだ疑問文に対して、場面に応
じて適切に応答することができる。

読むこと 57.0 0.7

5 2(2) 言語の使用場面と表現の理解
短い英文を読んで、疑問詞を含んだ疑問文に対して、場面に
応じて適切に応答することができる。

読むこと 32.5 0.8

5 2(3) 言語の使用場面と表現の理解
短い英文を読んで、疑問詞を含んだ疑問文に対して、場面に
応じて適切に応答することができる。

読むこと 71.6 0.9

6 1(1) 対話文の内容理解 疑問詞を含む英文の正しい語順を理解している。 書くこと 53.3 2.6

6 1(2) 対話文の内容理解 対話文を読んで、代名詞が指す内容を理解している。 読むこと 60.1 4.8

6 1(3) 対話文の内容理解 対話文を読んで、場面に応じた適切な文を選ぶことができる。 読むこと 77.9 1.0

6 2(1) 対話文の内容理解 対話文を読んで、場面に応じた適切な文を選ぶことができる。 読むこと 66.5 1.1

6 2(2) 対話文の内容理解 対話文を読んで、内容に合う適切な文を選ぶことができる。 読むこと 64.9 1.3

1 1 手紙の内容理解
手紙を読んで、英文を、内容に合う適切な場所に入れること
ができる。

読むこと 39.9 2.5

1 2 手紙への返答
手紙を読んで、その内容に合わせて適切に応じることができ
る。

読むこと・書くこと 27.5 1.7

2 1 対話文や資料の内容理解・表現
対話文や資料から必要な情報を取り出し、英語で正しく書くこ
とができる。

読むこと・書くこと 22.1 10.8

2 2-A 対話文における条件英作文
対話文の内容に即して、自分の生活習慣について、英語で正
しく書くことができる。

読むこと・書くこと 30.3 18.9

2 2-B 対話文における条件英作文
対話文の内容に即して、自分の考えなどを英語で正しく書くこ
とができる。

読むこと・書くこと 35.2 19.5

正答率
(%)

無解答
率(%)

A

B

分
類 出題内容 出題のねらい 領域大問

中・
小問

平均正答率は、５５．８％である。「聞くこと」については、平均正答率が６８．６％と高くなっている。 

一方、「書くこと」については、平均正答率が３５．７％と低い。特徴の見られた問題では、平均正答率が低

かったＡ問題の５２（2）と、無解答率が高かったＢ問題の２２を取り上げている。 

 

Ａ問題 Ｂ問題 
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特徴の見られた問題例 （中学校２年 英語）

Ａ問題 ５ 2(2) 正答率が低かった問題

次の ， の ～ に当てはまる適切なものを，下の ～ の中からそれぞれ１つ選び，記５ 1 2 (1) (3) ア エ

号で答えなさい。

Who plays soccer well?2 Emily :
(2)Nick :

Where does he play it?Emily :
(3)Nick :

I am.(2) ア

Takeshi is.イ

ウウ Takeshi does. (2) 正答

Takeshi did.エ

短い英文を読んで 疑問詞を含んだ疑問文に対して ３２．５
ねらい

、 、平均正答率 ％（ ）
場面に応じて適切に応答することができる。 ０．８無 解答 率 ％（ ）

☆分析
正答率３２．５％という結果で、誤答の多くが 動詞を含む【イ .】である。be Takeshi is
現在県内で使われている教科書( )において、疑問詞 の後に一般動詞の続く疑問Sunshine 1 who

、 《 》 。 、文を含んだ表現は 教科書７７ページ 英語のしくみ２ においてのみ取り扱われている また
新出事項として を取り扱った６８ページでは、 の後に 動詞が続く疑問文しか取り扱who who be
われていないため、言語材料の定着までに至っていないと思われる。理解において個人差が大き
い傾向にあるため、指導計画の設定を含めた日々の授業改善が必要である。

Who is that boy? He is my friend Tom.〈６８ページ〉

Who likes music? Mike does.〈７７ページ〉

☆指導のポイント

、 。 、今回のような表現は 教科書の基本文や本文の中で取り扱われていない言語材料です しかし
２年生の教科書では、本文に対する質問として次のように挙げられています。

Who said, “I want to be rich”? One of the street children (in Rio) did.〈６７ページ〉 答え

Who invented soft tennis? Japanese people did.〈８１ページ〉 答え

、 、 。このように １年生のうちに理解していないと 生徒が質問に答えられない状況が生まれます
そのような状況を生み出さないため、次のような取組をしてみましょう。

【活動例１】○ において、疑問詞 の後に 動詞が続く言語材料とは別に、一般Program7 who be
動詞が続く言語材料を取り扱う授業を１時間設定し、それらの定着を図るように

する。
【活動例２】○ を示して本文の導入をする際、疑問詞 に関連する表現を取りPicture Chart who

扱い、継続的に指導する。
特に過去形を導入した後は、 など、意識的に過去形Who played? Who visited?

で答えさせる表現も取り扱い、用法の定着を図る。クラスルームイングリッシュ
の中で、タスクを終了した生徒に と尋ねることもできる。Who finished?

※ 同種の言語材料として疑問詞 と も挙げられます。which whose

□ 言語活動とは、「言語材料の理解と練習」と「自分の考えなどを伝えるコミュニケーション
活動」であり、そのバランスが大切です。

教科書に出てくる頻度の少ない言語材料については、日々の授業の中で意識して、

言語活動と効果的に関連付けた指導をしていきましょう！

１時間の学習にとどめるのではなく、繰り返し復習する場面を設け、

言語材料の定着や習熟を図りましょう！
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特徴の見られた問題例 （中学校２年 英語）

Ｂ問題 ２ 2 無解答率が高かった問題

Kenji ALT Ms. Green the２ 次の対話文は，健二( )君が のグリーン先生( )と，クラスの読書冊数(
)について，話をしている時のものです。次の【クラスの読書冊数】を参考number of books read

に，対話文を読んで，下の問いに答えなさい。

【クラスの読書冊数】Kenji : Look at the *pie chart.
It is the number of books read in April.
How many books did you read, Kenji?Ms.Green :

books.Kenji : ( )
That’s good.Ms.Green :
You are in the group of four students.

When do you read books?①

ＡKenji :
I see. Why do you read books?Ms.Green : ②

ＢKenji :
Oh, you are great.Ms.Green :
Thank you.Kenji :

注 円グラフ（ ）*pie chart

対話文の下線部 ， のグリーン先生の質問に対して，あなたはどう答えますか。上の対2 ① ②

話文の ， に， の で書きなさい。ただし，符号Ａ Ｂ ５語以上 英文１文
（, . ! ? など）は語の数に入れないこと。

I read them after dinner every day.2 Ａ 正答 （例）

Because I can learn many things.2 Ｂ 正答 （例）

Ａ Ｂ対話文の内容に即して、自分の考えなどを
３０．３ ３５．２ねらい 平均正答率 ％

英語で正しく書くことができる。
（ ）

１８．９ １９．５無 解 答 率 ％（ ）

☆分析
平均正答率が３０％台の理由は 「疑問文に対する答え方を押さえていない 「既習内容と結、 」、

び付けて表現することができていない」ということが考えられる。
また、無回答が全体の２割近くを占めている。これは、英語を使って自分の考えを表すことに

慣れていないことが考えられる。そのため、普段の授業の工夫で、英語で何とか表現しようとす
る意識を高める必要がある。

☆指導のポイント

問題を解くだけではなく、自分の考えを話したり書いたりすることで、実際に英語を使うとい
う経験が必要です。新文型の理解・定着と同時に、コミュニケーションを意識した活動を普段か
ら行うことで、徐々に英語を使うことに慣れていき、正しく表現できるようになっていきます。

【活動例１】○ を示して、描かれているものについて英語で表現させる。Picture Chart
・ 絵について、英語での質問に答えさせる。
・ 絵を見て英語で話したり書いたりさせる。

【活動例２】○ 言語活動をした後、その文型を使って自分の考えなどを英語で表現させる。
・ 教科書の を参考に、英文を話したり書いたりさせる。Write

現在使用している教科書は、 で 、発表活動や対話文づくりなど、コミュニMy Project Q and A
My Projectケーションを意識した部分が計画的に入れられています。授業を計画するにあたり、

に向けてどのように各プログラムを進めていくかを意識し、毎時間の授業を計画していきましょ
う。そうすることで、既習内容の活用として、自分の言葉で表現していくことにつながります。

新文型を使った言語活動を計画的に授業に取り入れましょう！

My Project を意識した授業を計画しましょう！
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